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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のノズルからインクを吐出して記録メディアの表面に画像を記録するインクジェッ
トヘッドを備える画像記録部と、
　前記表面に画像が記録された記録メディアから前記インクジェットヘッドのノズルの吐
出曲がり量と画像不良を検出する画像不良検出部と、
　前記画像不良が検出された場合に、前記記録メディアに画像不良の存在を示すスタンプ
を付与するスタンパー装置と、
　オペレータの操作入力を受け付けて、前記スタンプの付与条件を設定するための操作部
と、
　前記ノズルの吐出曲がり量の大きさに応じて、前記スタンパー装置によるスタンプの付
与の態様を異ならせるスタンプ制御部であって、前記スタンプの付与条件が第１のスタン
プ条件の場合に、前記複数のノズルのうち前記吐出曲がり量が最大のノズルに対応する態
様のスタンプだけを前記記録メディアに付与し、前記スタンプの付与条件が第２のスタン
プ条件の場合に、前記複数のノズルのうち前記吐出曲がり量が最小のノズルに対応する態
様のスタンプだけを前記記録メディアに付与するスタンプ制御部と、
　を備える印刷装置。
【請求項２】
　前記画像不良検出部が、前記インクの色ごとに画像不良の検出を行い、かつ、前記画像
不良として検出する前記ノズルの吐出曲がり量の閾値を異ならせる、請求項１記載の印刷
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装置。
【請求項３】
　前記インクジェットヘッドが、黒のインクを吐出するノズルを含んでおり、
　前記画像不良検出部が、前記インクの色ごとに画像不良の検出を行い、かつ、前記黒の
インクについて前記画像不良の検出に用いる前記ノズルの吐出曲がり量の閾値を、ほかの
色のインクについて前記画像不良の検出に用いる前記ノズルの吐出曲がり量の閾値よりも
小さくする、請求項２記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記インクジェットヘッドが、黄のインクを吐出するノズルを含んでおり、
　前記画像不良検出部が、前記インクの色ごとに画像不良の検出を行い、かつ、前記黄の
インクについて前記画像不良の検出に用いる前記ノズルの吐出曲がり量の閾値を、ほかの
色のインクについて前記画像不良の検出に用いる前記ノズルの吐出曲がり量の閾値よりも
大きくする、請求項２又は３記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記スタンパー装置は、前記インクの色ごとに設けられており、
　前記画像不良検出部は、前記インクの色ごとに、前記ノズルの吐出曲がり量を検出し、
　前記スタンプ制御部は、前記スタンプの付与条件が第１のスタンプ条件の場合に、前記
インクの各色について、前記複数のノズルのうち前記吐出曲がり量が最大のノズルに対応
する態様のスタンプだけを前記記録メディアに付与し、前記スタンプの付与条件が第２の
スタンプ条件の場合に、前記インクの各色について、前記複数のノズルのうち前記吐出曲
がり量が最小のノズルに対応する態様のスタンプだけを前記記録メディアに付与する、
　請求項２から４のいずれか１項記載の印刷装置。
【請求項６】
　前記スタンプ制御部が、前記ノズルの吐出曲がり量に応じて、前記スタンパー装置によ
って付与されるスタンプの色、数及び位置の少なくとも１つを異ならせる、請求項１から
５のいずれか１項記載の印刷装置。
【請求項７】
　前記インクジェットヘッドが、黒のインクを吐出するノズルを含んでおり、
　前記画像不良検出部が、前記インクの色ごとに画像不良の検出を行い、かつ、前記黒の
インクによる前記画像不良の検出を、ほかの色のインクによる前記画像不良の検出よりも
前に行う、請求項１記載の印刷装置。
【請求項８】
　前記ノズルの吐出曲がり量の大きさに応じて、前記記録メディアを異なる場所に排出す
る、請求項１から７のいずれか１項記載の印刷装置。
【請求項９】
　複数のノズルを有するインクジェットヘッドを備えた画像記録部によって表面に画像が
記録された記録メディアから前記インクジェットヘッドのノズルの吐出曲がり量と画像不
良を検出する画像不良検出工程と、
　操作部を介してオペレータの操作入力を受け付け、スタンプの付与条件を設定する工程
と、
　前記画像不良が検出された場合に、前記記録メディアに画像不良の存在を示すスタンプ
をスタンパー装置によって付与し、かつ、前記ノズルの吐出曲がり量の大きさに応じて、
前記スタンパー装置によるスタンプの付与の態様を異ならせるスタンプ工程であって、前
記スタンプの付与条件が第１のスタンプ条件の場合に、前記複数のノズルのうち前記吐出
曲がり量が最大のノズルに対応する態様のスタンプだけを前記記録メディアに付与し、前
記スタンプの付与条件が第２のスタンプ条件の場合に、前記複数のノズルのうち前記吐出
曲がり量が最小のノズルに対応する態様のスタンプだけを前記記録メディアに付与するス
タンプ工程と、
　を備える印刷装置の制御方法。
【請求項１０】
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　前記スタンパー装置は、インクの色ごとに設けられており、
　前記画像不良検出工程では、前記インクの色ごとに、前記ノズルの吐出曲がり量を検出
し、
　前記スタンプ工程では、前記スタンプの付与条件が第１のスタンプ条件の場合に、前記
インクの各色について、前記複数のノズルのうち前記吐出曲がり量が最大のノズルに対応
する態様のスタンプだけを前記記録メディアに付与し、前記スタンプの付与条件が第２の
スタンプ条件の場合に、前記インクの各色について、前記複数のノズルのうち前記吐出曲
がり量が最小のノズルに対応する態様のスタンプだけを前記記録メディアに付与する、
　請求項９記載の印刷装置の制御方法。
【請求項１１】
　複数のノズルを有するインクジェットヘッドを備えた画像記録部によって表面に画像が
記録された記録メディアから前記インクジェットヘッドのノズルの吐出曲がり量と画像不
良を検出する画像不良検出機能と、
　操作部を介してオペレータの操作入力を受け付け、スタンプの付与条件を設定する機能
と、
　前記画像不良が検出された場合に、前記記録メディアに画像不良の存在を示すスタンプ
をスタンパー装置によって付与し、かつ、前記ノズルの吐出曲がり量の大きさに応じて、
前記スタンパー装置によるスタンプの付与の態様を異ならせるスタンプ機能であって、前
記スタンプの付与条件が第１のスタンプ条件の場合に、前記複数のノズルのうち前記吐出
曲がり量が最大のノズルに対応する態様のスタンプだけを前記記録メディアに付与し、前
記スタンプの付与条件が第２のスタンプ条件の場合に、前記複数のノズルのうち前記吐出
曲がり量が最小のノズルに対応する態様のスタンプだけを前記記録メディアに付与するス
タンプ機能と、
　をコンピュータに実現させる印刷装置の制御プログラム。
【請求項１２】
　前記スタンパー装置は、インクの色ごとに設けられており、
　前記画像不良検出機能は、前記インクの色ごとに、前記ノズルの吐出曲がり量を検出し
、
　前記スタンプ機能は、前記スタンプの付与条件が第１のスタンプ条件の場合に、前記イ
ンクの各色について、前記複数のノズルのうち前記吐出曲がり量が最大のノズルに対応す
る態様のスタンプだけを前記記録メディアに付与し、前記スタンプの付与条件が第２のス
タンプ条件の場合に、前記インクの各色について、前記複数のノズルのうち前記吐出曲が
り量が最小のノズルに対応する態様のスタンプだけを前記記録メディアに付与する、
　請求項１１記載の印刷装置の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は印刷装置及びその制御方法並びにプログラムに係り、特に印刷後の記録メディ
ア（印刷用紙）から印刷不良を検出するための印刷装置及びその制御方法並びにプログラ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷装置によって画像等が印刷された記録メディア（印刷用紙）から不良が検出された
場合に、不良が検出された印刷物にスタンプ等を付与することが提案されている。
【０００３】
　特許文献１には、第１のスタンパー装置及び第２のスタンパー装置を備えたインクジェ
ット記録装置が開示されている。第１のスタンパー装置は、インラインセンサ５８の読取
結果に基づき画像不良が発生していると判定された用紙の先端エッジにインクを付着させ
、第２のスタンパー装置は、予め設定された仕分け部数に基づいて、仕分け区分に該当す
る用紙の先端エッジにインクを付着させる（特許文献１の段落［０１４０］から［０１４
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２］）。
【０００４】
　特許文献２には、ミス印刷をした用紙の反対面に必要な印刷を行う場合に、自動的にミ
ス印刷面を明示する「裏面マーク」を付す裏面マーク付与手段を備えたインクジェット印
刷装置が開示されている（特許文献２の段落［０００２］から［０００４］、［００２８
］及び［００３２］）。
【０００５】
　特許文献３には、検査部と、不良印刷マーキング部とを有する印刷部（表印刷部及び裏
印刷部）を備えた印刷システムが開示されている。検査部は、印刷イメージデータと検査
イメージデータとに基づいて、印刷状態が適切か否かを判定する（特許文献３の段落［０
０１５］及び［００３３］）。不良印刷マーキング部は、検査部で印刷結果が不良印刷物
であると判定された場合に、その印刷物の所定の領域に既に印刷されている内容を塗り潰
して識別不能にし、一見して不良品であることが判り、その印刷物がもはや元の印刷物と
して使用され得ないようにする塗り潰し用印刷ヘッドを有している（特許文献３の段落［
００４５］及び［００４６］）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１５－０３０１８３号公報
【特許文献２】特開２００２－０５９６０６号公報
【特許文献３】特開平９－２４０１２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に記載の技術では、不良が検出された場合に印刷用紙に付与（押印）される
スタンプは一種類だけであった。このため、印刷用紙にスタンプを押印した後に、オペレ
ータが印刷用紙の不良の程度を検査して印刷用紙の仕分けを行う場合、オペレータは、ス
タンプの有無によって不良の検出の有無を確認することしかできなかった。この場合、不
良の検知感度を高く設定するほど、スタンプが付与される印刷用紙の枚数が増加する。こ
の結果、オペレータによる検査作業の負荷が増大するという問題があった。また、不良の
検知感度を低く設定するほど、スタンプが付与される印刷用紙の枚数が減少する。この結
果、軽微な不良が見過ごされてしまい、不良がある印刷用紙が適切に検出されず、不良印
刷用紙がエンドユーザーに流出するおそれがあった。
【０００８】
　特許文献２に記載の技術は、いわゆる裏紙を再利用する場合に、ミス印刷面に裏面マー
クを付与するものであり、オペレータによる不良印刷用紙の仕分け作業を支援するための
ものではなかった。
【０００９】
　特許文献３に記載の技術は、宛名付きの請求書などの場合には宛名部分を塗り潰し、証
券又は金券などの場合にはその券の金額部分などを塗り潰して使用不能と判るようにする
ものであり、オペレータによる不良印刷用紙の仕分け作業を支援するためのものではなか
った。
【００１０】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、印刷不良が検出された記録メディア
（印刷用紙）の仕分け作業を支援するための印刷装置及びその制御方法並びにプログラム
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の態様に係る印刷装置は、複数のノズルから
インクを吐出して記録メディアの表面に画像を記録するインクジェットヘッドを備える画
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像記録部と、表面に画像が記録された記録メディアからインクジェットヘッドのノズルの
吐出曲がり量と画像不良を検出する画像不良検出部と、画像不良が検出された場合に、記
録メディアに画像不良の存在を示すスタンプを付与するスタンパー装置と、ノズルの吐出
曲がり量の大きさに応じて、スタンパー装置によるスタンプの付与の態様を異ならせるス
タンプ制御部とを備える。
【００１２】
　第１の態様によれば、ノズルに起因する画像不良（スジ）が検出された場合に、そのス
ジの程度に応じてスタンプの種類を変えることができる。これにより、オペレータは、ス
タンプからスジの程度を認識することが可能になるので、本実施形態によれば、オペレー
タによる検品作業を支援し、検品作業の効率化を実現することが可能になる。
【００１３】
　本発明の第２の態様に係る印刷装置は、第１の態様において、画像不良検出部が、イン
クの色ごとに画像不良の検出を行い、かつ、画像不良として検出するノズルの吐出曲がり
量の閾値を異ならせるようにしたものである。
【００１４】
　第２の態様によれば、インクの色ごとに画像不良の視認性が異なることに考慮して、閾
値を調整することにより、画像不良の検出を適切に行うことが可能になる。
【００１５】
　本発明の第３の態様に係る印刷装置は、第１又は第２の態様において、インクジェット
ヘッドが、少なくとも黒のインクを吐出し、画像不良検出部が、インクの色ごとに画像不
良の検出を行い、かつ、黒のインクによる画像不良の検出を、ほかの色のインクによる画
像不良の検出よりも前に行うようにしたものである。
【００１６】
　本発明の第４の態様に係る印刷装置は、第１から第３のいずれかの態様において、イン
クジェットヘッドが、少なくとも黒のインクを吐出し、画像不良検出部が、インクの色ご
とに画像不良の検出を行い、かつ、黒のインクについて画像不良の検出に用いるノズルの
吐出曲がり量の閾値を、ほかの色のインクについて画像不良の検出に用いるノズルの吐出
曲がり量の閾値よりも小さくするようにしたものである。
【００１７】
　第４の態様によれば、スジの視認性が比較的高い黒のインクに対して、厳格な画像不良
の検出を行うことが可能になる。なお、スジの視認性が比較的低いインクについては、ノ
ズルの曲がりの検出を行わないようにすることも可能である。
【００１８】
　本発明の第５の態様に係る印刷装置は、第３又は第４の態様において、インクジェット
ヘッドが、黄のインクを吐出し、画像不良検出部が、黄のインクについて画像不良の検出
に用いるノズルの吐出曲がり量の閾値を、ほかの色のインクについて画像不良の検出に用
いるノズルの吐出曲がり量の閾値よりも大きくするようにしたものである。
【００１９】
　第５の態様によれば、スジの視認性が比較的低い黄のインクに対して、画像不良の検出
の精度を低くすることが可能になる。
【００２０】
　本発明の第６の態様に係る印刷装置は、第１から第５のいずれかの態様において、スタ
ンプ制御部が、ノズルの吐出曲がり量に応じて、スタンパー装置によって付与されるスタ
ンプの色、数及び位置の少なくとも１つを異ならせるようにしたものである。
【００２１】
　本発明の第７の態様に係る印刷装置は、第６の態様において、スタンパー装置が、スタ
ンプの色、数及び位置の少なくとも１つが異なる複数種類のスタンプを付与するために複
数設けられるようにしたものである。
【００２２】
　本発明の第８の態様に係る印刷装置は、第６の態様において、スタンパー装置が、イン
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クジェットヘッドのインクの色ごとに、ノズルの吐出曲がり量に応じて異なる複数種類の
スタンプを付与するために複数設けられるようにしたものである。
【００２３】
　本発明の第９の態様に係る印刷装置は、第１から第８のいずれかの態様において、オペ
レータの操作入力を受け付けて、スタンプの付与条件を設定するための操作部を更に備え
る。
【００２４】
　本発明の第１０の態様に係る印刷装置は、第１から第９のいずれかの態様において、ノ
ズルの吐出曲がり量の大きさに応じて、記録メディアを異なる場所に排出するようにした
ものである。
【００２５】
　本発明の第１１の態様に係る印刷装置の制御方法は、複数のノズルを有するインクジェ
ットヘッドを備えた画像記録部によって表面に画像が記録された記録メディアからインク
ジェットヘッドのノズルの吐出曲がり量と画像不良を検出する画像不良検出工程と、画像
不良が検出された場合に、記録メディアに画像不良の存在を示すスタンプをスタンパー装
置によって付与するスタンプ工程であって、ノズルの吐出曲がり量の大きさに応じて、ス
タンパー装置によるスタンプの付与の態様を異ならせるスタンプ工程とを備える。
【００２６】
　本発明の第１２の態様に係る印刷装置制御プログラムは、複数のノズルを有するインク
ジェットヘッドを備えた画像記録部によって表面に画像が記録された記録メディアからイ
ンクジェットヘッドのノズルの吐出曲がり量と画像不良を検出する画像不良検出機能と、
画像不良が検出された場合に、記録メディアに画像不良の存在を示すスタンプをスタンパ
ー装置によって付与するスタンプ機能であって、ノズルの吐出曲がり量の大きさに応じて
、スタンパー装置によるスタンプの付与の態様を異ならせるスタンプ機能とをコンピュー
タに実現させる。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、ノズルに起因する画像不良（スジ）が検出された場合に、そのスジの
程度に応じてスタンプの種類を変えることができる。これにより、オペレータは、スタン
プからスジの程度を認識することが可能になるので、オペレータによる検品作業を支援し
、検品作業の効率化を実現することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は、本発明に係るインクジェット記録装置の一実施形態を示す全体構成図で
ある。
【図２】図２は、図１におけるスタンパー処理部の配置例を示す斜視図である。
【図３】図３は、第１、第２及び第３のスタンパー装置の構成を示す全体構成図である。
【図４】図４は、インクジェット記録装置の制御系の概略構成を示すブロック図である。
【図５】図５は、第１、第２及び第３のスタンパー装置と印刷用紙を模式的に示す斜視図
である。
【図６】図６は、用紙にスタンプが押印された例を示す斜視図である。
【図７】図７は、本発明の一実施形態に係る不良ノズル判定処理を示すフローチャートで
ある。
【図８】図８は、補正完了の監視処理を示すフローチャートである。
【図９】図９は、スタンプ押印判定処理を示すフローチャートである。
【図１０】図１０は、本発明の別の実施形態に係るスタンパー装置と印刷用紙を模式的に
示す斜視図である。
【図１１】図１１は、用紙にスタンプが押印された例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
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　以下、添付図面に従って本発明に係る印刷装置及びその制御方法並びにプログラムの実
施の形態について説明する。なお、本実施の形態では、凝集処理液が使用され、水性顔料
インクが使用される例について説明するが、本発明は、凝集処理液が使用されない場合及
び油性インクが使用される場合にも適用できる。
【００３０】
　《装置構成》
　図１は、本発明に係るインクジェット記録装置の一実施形態を示す全体構成図である。
【００３１】
　本実施形態に係るインクジェット記録装置１０は、枚葉の用紙（記録メディア）Ｐに水
性顔料インク（水性溶媒に着色剤の顔料を分布させたインク）を用いてインクジェット方
式で画像を記録する。図１に示すように、インクジェット記録装置１０は、用紙Ｐを給紙
する給紙部１２と、給紙部１２から給紙された用紙Ｐの表面（画像記録面）に所定の処理
液を付与する処理液付与部１４と、処理液付与部１４において処理液が付与された用紙Ｐ
の乾燥処理を行う処理液乾燥処理部１６と、処理液乾燥処理部１６において乾燥処理が施
された用紙Ｐの表面に水性顔料インクを用いてインクジェット方式により画像を記録する
画像記録部１８と、画像記録部１８において画像が記録された用紙Ｐの乾燥処理を行うイ
ンク乾燥処理部２０と、用紙Ｐにインクを付着させるスタンパー処理部２００と、全ての
処理を終えて排紙される用紙Ｐが積載される排紙部２４とを備える。そして、給紙部１２
から排紙部２４への用紙Ｐの搬送は、下記に説明するドラム型の搬送手段及びチェーング
リッパ型の搬送手段とで構成される搬送部によって行われる。
【００３２】
　〈給紙部〉
　給紙部１２は、給紙台３０に積載された用紙Ｐを１枚ずつ処理液付与部１４に給紙する
。給紙部１２は、給紙台３０と、サッカー装置３２と、給紙ローラ対３４と、フィーダボ
ード３６と、前当て３８と、給紙ドラム４０とを備える。
【００３３】
　用紙Ｐは、多数枚が積層された束の状態で給紙台３０に載置される。給紙台３０は、図
示しない給紙台昇降装置によって昇降可能に設けられる。給紙台昇降装置は、給紙台３０
に積載された用紙Ｐの増減に連動して、その駆動が制御され、束の最上位に位置する用紙
Ｐが常に一定の高さに位置するように、給紙台３０を昇降させる。
【００３４】
　記録メディアとしての用紙Ｐは、特に限定されないが、一般のオフセット印刷などで使
用される汎用の印刷用紙（いわゆる上質紙、コート紙、アート紙などのセルロースを主体
とする用紙）を用いることができる。本例では塗工紙が用いられる。塗工紙は、一般に表
面処理されていない上質紙や中性紙等の表面にコート材を塗布してコート層を設けたもの
である。具体的には、アート紙、コート紙、軽量コート紙、微塗工紙などが好適に用いら
れる。
【００３５】
　サッカー装置３２は、給紙台３０に積載されている用紙Ｐを上から順に１枚ずつ取り上
げて、給紙ローラ対３４に給紙する。サッカー装置３２は、昇降自在かつ揺動自在に設け
られたサクションフット３２Ａを備え、このサクションフット３２Ａによって用紙Ｐの上
面を吸着保持して、用紙Ｐを給紙台３０から給紙ローラ対３４に移送する。この際、サク
ションフット３２Ａは、束の最上位に位置する用紙Ｐの先端側の上面を吸着保持して、用
紙Ｐを引き上げ、引き上げた用紙Ｐの先端を、給紙ローラ対３４を構成する一対のローラ
３４Ａ、３４Ｂの間に挿入する。
【００３６】
　給紙ローラ対３４は、互いに押圧当接された上下一対のローラ３４Ａ、３４Ｂで構成さ
れる。上下一対のローラ３４Ａ、３４Ｂは、一方が駆動ローラ（ローラ３４Ａ）、他方が
従動ローラ（ローラ３４Ｂ）とされ、駆動ローラ（ローラ３４Ａ）は、図示しないモータ
に駆動されて回転する。モータは、用紙Ｐの給紙に連動して駆動され、サッカー装置３２
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から用紙Ｐが給紙されると、そのタイミングに合わせて駆動ローラ（ローラ３４Ａ）を回
転させる。上下一対のローラ３４Ａ、３４Ｂの間に挿入された用紙Ｐは、このローラ３４
Ａ、３４Ｂにニップされて、ローラ３４Ａ、３４Ｂの回転方向（フィーダボード３６の設
置方向）に送り出される。
【００３７】
　フィーダボード３６は、用紙幅に対応して形成され、給紙ローラ対３４から送り出され
た用紙Ｐを受けて、前当て３８までガイドする。このフィーダボード３６は、先端側が下
方に向けて傾斜して設置され、その搬送面の上に載置された用紙Ｐを搬送面に沿って滑ら
せて前当て３８までガイドする。
【００３８】
　フィーダボード３６には、用紙Ｐを搬送するためのテープフィーダ３６Ａが幅方向に間
隔をおいて複数設置される。テープフィーダ３６Ａは、無端状に形成され、図示しないモ
ータに駆動されて回転する。フィーダボード３６の搬送面に載置された用紙Ｐは、このテ
ープフィーダ３６Ａによってフィーダボード３６の上を搬送される。
【００３９】
　また、フィーダボード３６の上には、リテーナ３６Ｂとコロ３６Ｃとが設置される。
【００４０】
　リテーナ３６Ｂは、用紙Ｐの搬送面に沿って前後に縦列して複数配置される（本例では
２つ）。このリテーナ３６Ｂは、用紙幅に対応した幅を有する板バネを含んでおり、この
板バネは、フィーダボード３６の搬送面に押圧当接されている。テープフィーダ３６Ａに
よってフィーダボード３６の上を搬送される用紙Ｐは、このリテーナ３６Ｂを通過するこ
とにより、凹凸が矯正される。なお、リテーナ３６Ｂは、フィーダボード３６との間に用
紙Ｐを導入しやすくするため、後端部がフィーダボード３６の搬送面とは反対側にカール
している。
【００４１】
　コロ３６Ｃは、前後のリテーナ３６Ｂの間に配設される。このコロ３６Ｃは、用紙Ｐの
搬送面に押圧当接されて設置される。前後のリテーナ３６Ｂの間を搬送される用紙Ｐは、
このコロ３６Ｃによって上面が抑えられながら搬送される。
【００４２】
　前当て３８は、用紙Ｐの姿勢を矯正する。この前当て３８は、板状に形成され、用紙Ｐ
の搬送方向と直交して配置される。また、図示しないモータにより駆動されて、揺動可能
に設けられる。フィーダボード３６の上を搬送された用紙Ｐは、その先端が前当て３８に
当接されて、姿勢が矯正される（いわゆる、スキュー防止）。前当て３８は、給紙ドラム
４０への用紙の給紙に連動して揺動し、姿勢を矯正した用紙Ｐを給紙ドラム４０に受け渡
す。
【００４３】
　給紙ドラム４０は、前当て３８を介してフィーダボード３６から給紙される用紙Ｐを受
け取り、処理液付与部１４へと搬送する。給紙ドラム４０は、円筒状に形成され、図示し
ないモータに駆動されて回転する。給紙ドラム４０の外周面上には、グリッパ４０Ａが備
えられ、このグリッパ４０Ａによって用紙Ｐの先端が把持される。給紙ドラム４０は、グ
リッパ４０Ａによって用紙Ｐの先端を把持して回転することにより、用紙Ｐを周面に巻き
掛けながら、処理液付与部１４へと用紙Ｐを搬送する。
【００４４】
　給紙部１２は、以上のように構成される。この構成により、給紙台３０の上に積載され
た用紙Ｐは、サッカー装置３２によって上から順に１枚ずつ引き上げられて、給紙ローラ
対３４に給紙される。給紙ローラ対３４に給紙された用紙Ｐは、その給紙ローラ対３４を
構成する上下一対のローラ３４Ａ、３４Ｂによって前方に送り出され、フィーダボード３
６の上に載置される。フィーダボード３６の上に載置された用紙Ｐは、フィーダボード３
６の搬送面に設けられたテープフィーダ３６Ａによって搬送される。そして、その搬送過
程でリテーナ３６Ｂによってフィーダボード３６の搬送面に押し付けられ、凹凸が矯正さ
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れる。フィーダボード３６によって搬送された用紙Ｐは、先端が前当て３８に当接される
ことにより、傾きが矯正され、その後、給紙ドラム４０に受け渡される。そして、その給
紙ドラム４０によって処理液付与部１４へと搬送される。
【００４５】
　〈処理液付与部〉
　処理液付与部１４は、用紙Ｐの表面（画像記録面）に所定の処理液を付与する。この処
理液付与部１４は、用紙Ｐを搬送する処理液付与ドラム４２と、処理液付与ドラム４２に
よって搬送される用紙Ｐの印刷面に所定の処理液を付与する処理液付与ユニット４４とを
備える。
【００４６】
　処理液付与ドラム４２は、給紙部１２の給紙ドラム４０から用紙Ｐを受け取り、処理液
乾燥処理部１６へと用紙Ｐを搬送する。処理液付与ドラム４２は、円筒状に形成され、図
示しないモータに駆動されて回転する。処理液付与ドラム４２の外周面上には、グリッパ
４２Ａが備えられ、このグリッパ４２Ａによって用紙Ｐの先端が把持される。処理液付与
ドラム４２は、このグリッパ４２Ａによって用紙Ｐの先端を把持して回転することにより
、用紙Ｐを周面に巻き掛けながら、処理液乾燥処理部１６へと用紙Ｐを搬送する（１回転
で１枚の用紙Ｐを搬送する。）。処理液付与ドラム４２と給紙ドラム４０は、互いの用紙
Ｐの受け取りと受け渡しのタイミングが合うように、回転が制御される。すなわち、同じ
周速度となるように駆動されるとともに、互いのグリッパの位置が合うように駆動される
。
【００４７】
　処理液付与ユニット４４は、処理液付与ドラム４２によって搬送される用紙Ｐの表面に
処理液をローラ塗布する。この処理液付与ユニット４４は、用紙Ｐに処理液を塗布する塗
布ローラ４４Ａと、処理液が貯留される処理液槽４４Ｂと、処理液槽４４Ｂに貯留された
処理液を汲み上げて、塗布ローラ４４Ａに供給する汲み上げローラ４４Ｃとを備える。汲
み上げローラ４４Ｃは、塗布ローラ４４Ａに押圧当接して設置されており、汲み上げロー
ラ４４Ｃの一部は処理液槽４４Ｂに貯留された処理液に浸漬される。この汲み上げローラ
４４Ｃは、処理液を計量して汲み上げ、塗布ローラ４４Ａの周面に一定の厚さで処理液を
付与する。塗布ローラ４４Ａは、用紙幅に対応して設けられ、用紙Ｐに押圧当接されて、
その周面に付与された処理液を用紙Ｐに塗布する。塗布ローラ４４Ａは、図示しない当接
離間機構に駆動されて、処理液付与ドラム４２の周面に当接する当接位置と、処理液付与
ドラム４２の周面から離間する離間位置との間を移動する。当接離間機構は、用紙Ｐの通
過タイミングに合わせて、塗布ローラ４４Ａを移動させ、処理液付与ドラム４２によって
搬送される用紙Ｐの表面に処理液を塗布する。
【００４８】
　なお、本例では、処理液をローラ塗布する構成としているが、処理液を付与する方法は
、これに限定されるものではない。この他、インクジェットヘッドを用いて付与する構成
やスプレーにより付与する構成を採用することもできる。
【００４９】
　処理液付与部１４は、以上のように構成される。この構成により、給紙部１２の給紙ド
ラム４０から受け渡された用紙Ｐは、処理液付与ドラム４２で受け取られる。処理液付与
ドラム４２は、用紙Ｐの先端をグリッパ４２Ａで把持して、回転することにより、用紙Ｐ
を周面に巻き掛けて搬送する。この搬送過程で塗布ローラ４４Ａが用紙Ｐの表面に押圧当
接され、用紙Ｐの表面に処理液が塗布される。
【００５０】
　ここで、この用紙Ｐの表面に塗布する処理液は、後段の画像記録部１８で用紙Ｐに打滴
する水性顔料インク中の色材を凝集させる機能を有する処理液が塗布される。このような
処理液を用紙Ｐの表面に塗布して水性顔料インクを打滴することにより、汎用の印刷用紙
を用いた場合であっても、着弾干渉等を起こすことなく、高品位な印刷を行うことができ
る。
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【００５１】
　〈処理液乾燥処理部〉
　処理液乾燥処理部１６は、表面に処理液が付与された用紙Ｐを乾燥処理する。この処理
液乾燥処理部１６は、用紙Ｐを搬送する処理液乾燥処理ドラム４６と、用紙搬送ガイド４
８と、処理液乾燥処理ドラム４６によって搬送される用紙Ｐの印刷面に熱風を吹き当てて
乾燥させる処理液乾燥処理ユニット５０とを備える。
【００５２】
　処理液乾燥処理ドラム４６は、処理液付与部１４の処理液付与ドラム４２から用紙Ｐを
受け取り、画像記録部１８へと用紙Ｐを搬送する。処理液乾燥処理ドラム４６は、円筒状
に組んだ枠体で構成され、図示しないモータに駆動されて回転する。処理液乾燥処理ドラ
ム４６の外周面上には、グリッパ４６Ａが備えられ、このグリッパ４６Ａによって用紙Ｐ
の先端が把持される。処理液乾燥処理ドラム４６は、このグリッパ４６Ａによって用紙Ｐ
の先端を把持して回転することにより、画像記録部１８へと用紙Ｐを搬送する。
【００５３】
　なお、本例の処理液乾燥処理ドラム４６は、その外周面上の２か所に配設されたグリッ
パ４２Ａを備えており、１回の回転で２枚の用紙Ｐが搬送できるように構成されている。
処理液乾燥処理ドラム４６と処理液付与ドラム４２は、互いの用紙Ｐの受け取りと受け渡
しのタイミングが合うように、回転が制御される。すなわち、同じ周速度となるように駆
動されるとともに、互いのグリッパ４２Ａの位置が合うように駆動される。
【００５４】
　用紙搬送ガイド４８は、処理液乾燥処理ドラム４６による用紙Ｐの搬送経路に沿って配
設され、用紙Ｐの搬送をガイドする。
【００５５】
　処理液乾燥処理ユニット５０は、処理液乾燥処理ドラム４６の内側に設置され、処理液
乾燥処理ドラム４６によって搬送される用紙Ｐの表面に向けて、環境温度以上に加熱され
た空気（熱風）を吹き当てて乾燥処理する。本例では、２台の処理液乾燥処理ユニット５
０が、処理液乾燥処理ドラム内に配設され、処理液乾燥処理ドラム４６によって搬送され
る用紙Ｐの表面に向けて熱風を吹き当てる構成とされている。
【００５６】
　処理液乾燥処理部１６は、以上のように構成される。この構成により、処理液付与部１
４の処理液付与ドラム４２から受け渡された用紙Ｐは、処理液乾燥処理ドラム４６で受け
取られる。処理液乾燥処理ドラム４６は、用紙Ｐの先端をグリッパ４６Ａで把持して、回
転することにより、用紙Ｐを搬送する。この際、処理液乾燥処理ドラム４６は、用紙Ｐの
表面（処理液が塗布された面）を内側に向けて搬送する。用紙Ｐは、処理液乾燥処理ドラ
ム４６によって搬送される過程で処理液乾燥処理ドラム４６の内側に設置された処理液乾
燥処理ユニット５０から熱風が表面に吹き当てられて、乾燥処理される。これにより、処
理液中の溶媒成分が除去され、用紙Ｐの表面にインク凝集層が形成される。
【００５７】
　〈画像記録部〉
　画像記録部１８は、用紙Ｐの印刷面にＣ（Cyan）、Ｍ（Magenta）、Ｙ（Yellow）、Ｋ
（Black (Key Plate)）の各色のインク（水性顔料インク）の液滴を打滴して、用紙Ｐの
印刷面にカラー画像を描画する。この画像記録部１８は、用紙Ｐを搬送する画像記録ドラ
ム５２と、画像記録ドラム５２によって搬送される用紙Ｐを押圧して、用紙Ｐを画像記録
ドラム５２の周面に密着させる用紙押さえローラ５４と、用紙ＰにＣ、Ｍ、Ｙ、Ｋの各色
のインク滴を吐出するインクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋと、用紙
Ｐに記録された画像を読み取るインラインセンサ５８と、インクミストを捕捉するミスト
フィルタ６０と、ドラム冷却ユニット６２とを備える。
【００５８】
　画像記録ドラム５２は、処理液乾燥処理部１６の処理液乾燥処理ドラム４６から用紙Ｐ
を受け取り、インク乾燥処理部２０へと用紙Ｐを搬送する。画像記録ドラム５２は、円筒
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状に形成され、図示しないモータに駆動されて回転する。画像記録ドラム５２の外周面上
には、グリッパ５２Ａが備えられ、このグリッパ５２Ａによって用紙Ｐの先端が把持され
る。画像記録ドラム５２は、このグリッパ５２Ａによって用紙Ｐの先端を把持して回転す
ることにより、用紙Ｐを周面に巻き掛けながら、インク乾燥処理部２０へと用紙Ｐを搬送
する。また、画像記録ドラム５２は、その周面に多数の吸引穴（図示せず）が所定のパタ
ーンで形成される。画像記録ドラム５２の周面に巻き掛けられた用紙Ｐは、この吸引穴か
ら吸引されることにより、画像記録ドラム５２の周面に吸着保持されながら搬送される。
これにより、高い平坦性をもって用紙Ｐを搬送することができる。
【００５９】
　なお、この吸引穴からの吸引は一定の範囲でのみ作用し、所定の吸引開始位置から所定
の吸引終了位置との間で作用する。吸引開始位置は、用紙押さえローラ５４の設置位置に
設定され、吸引終了位置は、インラインセンサ５８の設置位置の下流側に設定される（例
えば、インク乾燥処理部２０に用紙を受け渡す位置に設定される。）。すなわち、少なく
ともインクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋの設置位置（画像記録位置
）とインラインセンサ５８の設置位置（画像読取位置）では、用紙Ｐが画像記録ドラム５
２の周面に吸着保持されるように設定される。
【００６０】
　なお、用紙Ｐを画像記録ドラム５２の周面に吸着保持させる機構は、上記の負圧による
吸着方法に限らず、静電吸着による方法を採用することもできる。
【００６１】
　また、本例の画像記録ドラム５２は、外周面上の２か所にグリッパ５２Ａが配設され、
１回の回転で２枚の用紙Ｐが搬送できるように構成されている。画像記録ドラム５２と処
理液乾燥処理ドラム４６は、互いの用紙Ｐの受け取りと受け渡しのタイミングが合うよう
に、回転が制御される。すなわち、同じ周速度となるように駆動され、かつ、互いのグリ
ッパの位置が合うように駆動される。
【００６２】
　用紙押さえローラ５４は、画像記録ドラム５２の用紙受取位置（処理液乾燥処理ドラム
４６から用紙Ｐを受け取る位置）の近傍に配設される。この用紙押さえローラ５４は、ゴ
ムローラによって構成され、画像記録ドラム５２の周面に押圧当接させて設置される。処
理液乾燥処理ドラム４６から画像記録ドラム５２受け渡された用紙Ｐは、この用紙押さえ
ローラ５４を通過することによりニップされ、画像記録ドラム５２の周面に密着させられ
る。
【００６３】
　４台のインクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋは、画像記録ドラム５
２による用紙Ｐの搬送経路に沿って一定の間隔をもって配置される。このインクジェット
ヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋは、用紙幅に対応したラインヘッドで構成され
、ノズル面が画像記録ドラム５２の周面に対向するように配置される。各インクジェット
ヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋは、ノズル面に形成されたノズル列から、画像
記録ドラム５２に向けてインクの液滴を吐出することにより、画像記録ドラム５２によっ
て搬送される用紙Ｐに画像を記録する。
【００６４】
　なお、上記のように、各インクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋから
吐出させるインクは、水性顔料インクが用いられる。水性顔料インクを処理液付与部１４
によって付与された処理液と凝集反応させることで、水性顔料インク中の着色剤の顔料を
凝集させることができる。
【００６５】
　インラインセンサ５８は、画像記録ドラム５２による用紙Ｐの搬送方向に対して、最後
尾のインクジェットヘッド５６Ｋの下流側に設置され、インクジェットヘッド５６Ｃ、５
６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋで記録された画像を読み取る。このインラインセンサ５８は、例
えば、ラインスキャナで構成され、画像記録ドラム５２によって搬送される用紙Ｐからイ
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ンクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋによって記録された画像を読み取
る。
【００６６】
　インラインセンサ５８の撮像結果に基づいて、画像不良検出部（図１中不図示、図４に
符号１３６を付して図示）によって画像不良が検出される。ここでいう「画像不良」とし
ては、インクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋの吐出異常に起因するも
の、例えば、インクジェットヘッドからのインクの吐出曲がりに起因するスジが考えられ
る。また、画像不良としては、色ずれによるもの、インクミストなどの異物の付着に起因
するものが挙げられる。
【００６７】
　なお、画像不良は、インラインセンサ５８の撮像結果から把握しうる用紙Ｐ上の異常で
あればよく、上記に列挙したものに限定されない。インラインセンサ５８と併用して、又
はインラインセンサ５８に代わり、用紙Ｐの汚れを検出するセンサ（汚れ検出部）などを
別に備えてもよい。
【００６８】
　本例では不良検出手段としてラインスキャナから構成されるインラインセンサ５８の撮
像結果を利用する形態を例示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、他の構成
、方法を不良検出部、汚れ検出部に適用してもよい。
【００６９】
　例えば、インラインセンサ５８に加えて、インクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６
Ｙ及び５６Ｋのインクの吐出状態を直接撮像する撮像手段（ハイスピードカメラ）を備え
る態様も可能である。
【００７０】
　インラインセンサ５８の下流側には、インラインセンサ５８に近接して接触防止板５９
が設置される。この接触防止板５９は、搬送の不具合等によって用紙Ｐに浮きが生じた場
合に、用紙Ｐがインラインセンサ５８に接触するのを防止する。
【００７１】
　ミストフィルタ６０は、最後尾のインクジェットヘッド５６Ｋとインラインセンサ５８
との間に配設され、画像記録ドラム５２の周辺の空気を吸引してインクミストを捕捉する
。このように、画像記録ドラム５２の周辺の空気を吸引してインクミストを捕捉すること
により、インラインセンサ５８へのインクミストの進入を防止でき、読み取り不良等の発
生を防止できる。
【００７２】
　ドラム冷却ユニット６２は、温度調整された空気（冷風）を画像記録ドラム５２に吹き
当てて、画像記録ドラム５２を冷却する。このドラム冷却ユニット６２は、エアコン（図
示せず）と、そのエアコンから供給される冷気を画像記録ドラム５２の周面に吹き当てる
ダクト６２Ａとを備える。ダクト６２Ａは、画像記録ドラム５２に対して、用紙Ｐの搬送
領域以外の領域に冷気を吹き当てて、画像記録ドラム５２を冷却する。本例では、画像記
録ドラム５２のほぼ上側半分の円弧面に沿って用紙Ｐが搬送されるので、ダクト６２Ａは
、画像記録ドラム５２のほぼ下側半分の領域に冷気を吹き当てて、画像記録ドラム５２を
冷却する構成とされている。具体的には、ダクト６２Ａの吹出口が、画像記録ドラム５２
のほぼ下側半分を覆うように円弧状に形成され、画像記録ドラム５２のほぼ下側半分の領
域に冷気が吹き当てられる構成とされている。
【００７３】
　ここで、画像記録ドラム５２を冷却する温度は、インクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ
、５６Ｙ及び５６Ｋの温度（特にノズル面の温度）との関係で定まり、インクジェットヘ
ッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋの温度よりも低い温度となるように冷却される。
これにより、インクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋに結露が生じるの
を防止することができる。すなわち、インクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び
５６Ｋよりも画像記録ドラム５２の温度を低くすることにより、画像記録ドラム側に結露
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を誘発することができ、インクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋに生じ
る結露（特にノズル面に生じる結露）を防止することができる。
【００７４】
　画像記録部１８は、以上のように構成される。この構成により、処理液乾燥処理部１６
の処理液乾燥処理ドラム４６から受け渡された用紙Ｐは、画像記録ドラム５２で受け取ら
れる。画像記録ドラム５２は、用紙Ｐの先端をグリッパ５２Ａで把持して、回転すること
により、用紙Ｐを搬送する。画像記録ドラム５２に受け渡された用紙Ｐは、まず、用紙押
さえローラ５４を通過することにより、画像記録ドラム５２の周面に密着される。これと
同時に画像記録ドラム５２の吸着穴から吸引されて、画像記録ドラム５２の外周面上に吸
着保持される。用紙Ｐは、この状態で搬送されて、各インクジェットヘッド５６Ｃ、５６
Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋを通過する。そして、その通過時に各インクジェットヘッド５６Ｃ
、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６ＫからＣ、Ｍ、Ｙ、Ｋの各色のインクの液滴が表面に打滴され
て、表面にカラー画像が描画される。用紙Ｐの表面にはインク凝集層が形成されているの
で、フェザリングやブリーディング等を起こすことなく、高品位な画像を記録することが
できる。
【００７５】
　インクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋによって画像が記録された用
紙Ｐは、次いで、インラインセンサ５８を通過する。そして、そのインラインセンサ５８
の通過時に表面に記録された画像が読み取られる。この記録画像の読み取りは全ての用紙
Ｐについて行われる。読み取りを行う際は、画像記録ドラム５２に吸着保持された状態で
読み取りが行われるので、高精度に読み取りを行うことができる。また、画像記録直後に
読み取りが行われるので、例えば、吐出不良等の異常を直ちに検出することができ、その
対応を迅速に行うことができる。これにより、無駄な記録を防止できるとともに、損紙の
発生を最小限に抑えることができる。
【００７６】
　この後、用紙Ｐは、吸着が解除された後、インク乾燥処理部２０へと受け渡される。
【００７７】
　〈インク乾燥処理部〉
　インク乾燥処理部２０は、画像記録後の用紙Ｐを乾燥処理し、用紙Ｐの表面に残存する
液体成分を除去する。インク乾燥処理部２０は、画像が記録された用紙Ｐを搬送するチェ
ーングリッパ６４と、チェーングリッパ６４によって搬送される用紙Ｐにバックテンショ
ンを付与するバックテンション付与機構６６と、チェーングリッパ６４によって搬送され
る用紙Ｐを乾燥処理するインク乾燥処理ユニット６８とを備える。
【００７８】
　チェーングリッパ６４は、インク乾燥処理部２０、スタンパー処理部２００、及び排紙
部２４において共通して使用される用紙搬送機構であり、画像記録部１８から受け渡され
た用紙Ｐを受け取って、排紙部２４まで搬送する。
【００７９】
　このチェーングリッパ６４は、画像記録ドラム５２に近接して配置される第１スプロケ
ット６４Ａと、排紙部２４に設置される第２スプロケット６４Ｂと、第１スプロケット６
４Ａと第２スプロケット６４Ｂとに巻き掛けられる無端状のチェーン６４Ｃと、チェーン
６４Ｃの走行をガイドする複数のチェーンガイド（図示せず）と、チェーン６４Ｃに一定
の間隔をもって取り付けられる複数のグリッパ６４Ｄとを備える。第１スプロケット６４
Ａと、第２スプロケット６４Ｂと、チェーン６４Ｃと、チェーンガイドとは、それぞれ一
対で構成され、用紙Ｐの幅方向の両側に配設される。グリッパ６４Ｄは、一対のチェーン
６４Ｃの間に複数設けられ、用紙Ｐの先端エッジ（図２にＰ１を付して図示）の両端部を
複数のグリッパ６４Ｄで把持する。
【００８０】
　第１スプロケット６４Ａは、画像記録ドラム５２から受け渡される用紙Ｐを複数のグリ
ッパ６４Ｄで受け取ることができるように、画像記録ドラム５２に近接して設置される。
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この第１スプロケット６４Ａは、図示しない軸受に軸支されて、回転自在に設けられると
ともに、図示しないモータが連結される。第１スプロケット６４Ａ及び第２スプロケット
６４Ｂに巻き掛けられるチェーン６４Ｃは、このモータを駆動することにより走行する。
【００８１】
　第２スプロケット６４Ｂは、画像記録ドラム５２から受け取った用紙Ｐを排紙部２４で
回収できるように、排紙部２４に設置される。すなわち、この第２スプロケット６４Ｂの
設置位置が、チェーングリッパ６４による用紙Ｐの搬送経路の終端とされる。この第２ス
プロケット６４Ｂは、図示しない軸受に軸支されて、回転自在に設けられる。
【００８２】
　チェーン６４Ｃは、無端状に形成され、第１スプロケット６４Ａと第２スプロケット６
４Ｂとに巻き掛けられる。
【００８３】
　チェーンガイドは、所定位置に配置されて、チェーン６４Ｃが所定の経路を走行するよ
うにガイドする（＝用紙Ｐが所定の搬送経路を走行して搬送されるようにガイドする。）
。本例のインクジェット記録装置１０では、第２スプロケット６４Ｂが第１スプロケット
６４Ａよりも高い位置に配設される。このため、チェーン６４Ｃが、途中で傾斜するよう
な走行経路が形成される。具体的には、この走行経路は、第１水平搬送経路７０Ａと、傾
斜搬送経路７０Ｂと、第２水平搬送経路７０Ｃとを含んでいる。
【００８４】
　第１水平搬送経路７０Ａは、第１スプロケット６４Ａと同じ高さに設定され、第１スプ
ロケット６４Ａに巻き掛けられたチェーン６４Ｃが、水平に走行するように設定される。
【００８５】
　第２水平搬送経路７０Ｃは、第２スプロケット６４Ｂと同じ高さに設定され、第２スプ
ロケット６４Ｂに巻き掛けられたチェーン６４Ｃが、水平に走行するように設定される。
【００８６】
　傾斜搬送経路７０Ｂは、第１水平搬送経路７０Ａと第２水平搬送経路７０Ｃとの間に設
定され、第１水平搬送経路７０Ａと第２水平搬送経路７０Ｃとの間を結ぶように設定され
る。
【００８７】
　チェーンガイドは、この第１水平搬送経路７０Ａと、傾斜搬送経路７０Ｂと、第２水平
搬送経路７０Ｃとを形成するように配設される。具体的には、少なくとも第１水平搬送経
路７０Ａと傾斜搬送経路７０Ｂとの接合ポイント、及び、傾斜搬送経路７０Ｂと第２水平
搬送経路７０Ｃとの接合ポイントに配設される。
【００８８】
　一対のグリッパ６４Ｄは、チェーン６４Ｃに一定の間隔をもって複数取り付けられる。
このグリッパ６４Ｄの取り付け間隔は、画像記録ドラム５２からの用紙Ｐの受け取り間隔
に合わせて設定される。すなわち、画像記録ドラム５２から順次受け渡される用紙Ｐを、
タイミングを合わせて画像記録ドラム５２から受け取ることができるように、画像記録ド
ラム５２からの用紙Ｐの受け取り間隔に合わせて設定される。
【００８９】
　チェーングリッパ６４は、以上のように構成される。この構成によって、上記のように
、第１スプロケット６４Ａに接続されたモータ（図示せず）を駆動すると、チェーン６４
Ｃが走行する。チェーン６４Ｃは、画像記録ドラム５２の周速度と同じ速度で走行する。
また、画像記録ドラム５２から受け渡される用紙Ｐが、各グリッパ６４Ｄで受け取れるよ
うにタイミングが合わせられる。
【００９０】
　バックテンション付与機構６６は、チェーングリッパ６４によって先端を把持されなが
ら搬送される用紙Ｐにバックテンションを付与する。このバックテンション付与機構６６
は、ガイドプレート７２と、そのガイドプレート７２に形成される吸引穴（図示せず）か
ら空気を吸引する吸引機構（図示せず）とを備える。
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【００９１】
　ガイドプレート７２は、用紙幅に対応した幅を有する中空状のボックスプレートで構成
される。このガイドプレート７２は、チェーングリッパ６４による用紙Ｐの搬送経路（＝
チェーンの走行経路）に沿って配設される。具体的には、第１水平搬送経路７０Ａと傾斜
搬送経路７０Ｂとを走行するチェーン６４Ｃに沿って配設され、チェーン６４Ｃから所定
距離離間して配設される。チェーングリッパ６４によって搬送される用紙Ｐは、その裏面
（画像が記録されていない側の面）が、このガイドプレート７２の上面（チェーン６４Ｃ
と対向する面：摺接面）の上を摺接しながら搬送される。
【００９２】
　ガイドプレート７２の摺接面（上面）には、多数の吸引穴（図示せず）が所定のパター
ンで多数形成される。上記のように、ガイドプレート７２は、中空のボックスプレートで
形成される。吸引機構（図示せず）は、このガイドプレート７２の中空部（内部）を吸引
する。これにより、摺接面に形成された吸引穴から空気が吸引される。
【００９３】
　ガイドプレート７２の吸引穴から空気が吸引されることにより、チェーングリッパ６４
によって搬送される用紙Ｐの裏面が吸引穴に吸引される。これにより、チェーングリッパ
６４によって搬送される用紙Ｐにバックテンションが付与される。
【００９４】
　上記のように、ガイドプレート７２は、第１水平搬送経路７０Ａと傾斜搬送経路７０Ｂ
とを走行するチェーン６４Ｃに沿って配設されるので、第１水平搬送経路７０Ａと傾斜搬
送経路７０Ｂとを搬送されている間、バックテンションが付与される。
【００９５】
　インク乾燥処理ユニット６８は、チェーングリッパ６４の内部（特に第１水平搬送経路
７０Ａを構成する部位）に設置され、第１水平搬送経路７０Ａを搬送される用紙Ｐに対し
て乾燥処理を施す。このインク乾燥処理ユニット６８は、第１水平搬送経路７０Ａを搬送
される用紙Ｐの表面に熱風を吹き当てて乾燥処理する。インク乾燥処理ユニット６８は、
第１水平搬送経路７０Ａに沿って複数台配置される。この設置数は、インク乾燥処理ユニ
ット６８の処理能力や用紙Ｐの搬送速度（＝印刷速度）等に応じて設定される。すなわち
、画像記録部１８から受け取った用紙Ｐが第１水平搬送経路７０Ａを搬送されている間に
乾燥させることができるように設定される。したがって、第１水平搬送経路７０Ａの長さ
も、このインク乾燥処理ユニット６８の能力を考慮して設定される。
【００９６】
　なお、乾燥処理を行うことにより、インク乾燥処理部２０の湿度が上がる。湿度が上が
ると、効率よく乾燥処理することができなくなるので、インク乾燥処理部２０には、イン
ク乾燥処理ユニット６８と共に排気手段を設置し、乾燥処理によって発生する湿り空気を
強制的に排気することが好ましい。排気手段は、例えば、排気ダクトをインク乾燥処理部
２０に設置し、この排気ダクトによってインク乾燥処理部２０の空気を排気する構成とす
ることができる。
【００９７】
　インク乾燥処理部２０は、以上のように構成される。この構成によって、画像記録部１
８の画像記録ドラム５２から受け渡された用紙Ｐは、チェーングリッパ６４で受け取られ
る。チェーングリッパ６４は、用紙Ｐの先端をグリッパ６４Ｄで把持して、平面状のガイ
ドプレート７２に沿わせて用紙Ｐを搬送する。チェーングリッパ６４に受け渡された用紙
Ｐは、まず、第１水平搬送経路７０Ａを搬送される。この第１水平搬送経路７０Ａを搬送
される過程で用紙Ｐは、チェーングリッパ６４の内部に設置されたインク乾燥処理ユニッ
ト６８によって乾燥処理が施される。すなわち、表面（画像記録面）に熱風が吹き当てら
れて、乾燥処理が施される。この際、用紙Ｐは、バックテンション付与機構６６によって
バックテンションが付与されながら乾燥処理が施される。これにより、用紙Ｐの変形を抑
えながら乾燥処理することができる。
【００９８】
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　〈スタンパー処理部〉
　スタンパー処理部２００は、用紙Ｐの搬送方向においてインク乾燥処理部２０の下流側
にあり、同方向における排紙部２４の上流側に設けられ、画像不良が発生した用紙Ｐの先
端エッジＰ１（図２参照）、あるいは仕分け部数に該当する用紙Ｐの先端エッジＰ１にイ
ンクを付着させる。これにより、排紙部２４に積載される用紙Ｐの中から不良な用紙Ｐの
特定や、仕分け部数を管理する仕分け区分の特定を行う。
【００９９】
　なお、本実施の形態では、スタンパー処理部２００をインク乾燥処理部２０の下流側に
設けたが、画像記録部１８の下流側であればよく、スタンパー処理部２００を配設できる
ような搬送部の構造であれば配置可能である（詳細後述）。
【０１００】
　〈排紙部〉
　排紙部２４は、一連の画像記録処理が行われた用紙Ｐを回収する。この排紙部２４は、
用紙Ｐを搬送するチェーングリッパ６４と、用紙Ｐを積み重ねて回収する排紙台７６とを
備える。
【０１０１】
　上記のように、チェーングリッパ６４は、インク乾燥処理部２０及びスタンパー処理部
２００と共に共通して使用される。チェーングリッパ６４は、排紙台７６の上で用紙Ｐを
開放し、排紙台７６の上に用紙Ｐをスタックさせる。
【０１０２】
　排紙台７６は、チェーングリッパ６４から開放された用紙Ｐを積み重ねて回収する。こ
の排紙台７６には、用紙Ｐが整然と積み重ねられるように、用紙当て（前用紙当て、後用
紙当て、横用紙当て等）が備えられる（図示せず）。
【０１０３】
　また、排紙台７６は、図示しない排紙台昇降装置によって昇降可能に設けられる。排紙
台昇降装置は、排紙台７６にスタックされる用紙Ｐの増減に連動して、その駆動が制御さ
れ、最上位に位置する用紙Ｐが常に一定の高さに位置するように、排紙台７６を昇降させ
る。
【０１０４】
　《スタンパー処理部の詳細な説明》
　図２は、スタンパー処理部２００の配置例を示す斜視図であり、図３は、スタンパー処
理部２００を構成する第１、第２及び第３のスタンパー装置２０２Ａ、２０２Ｂ、２０２
Ｃの全体構成図である。なお、図２では、図示の都合上、第１のスタンパー装置２０２、
第２のスタンパー装置２０４の構成を示す符号が省略されている。
【０１０５】
　図２に示すように、スタンパー処理部２００は、第１のスタンパー装置２０２Ａ、第２
のスタンパー装置２０２Ｂ及び第３のスタンパー装置２０２Ｃを備える。第１のスタンパ
ー装置２０２Ａ、第２のスタンパー装置２０２Ｂ及び第３のスタンパー装置２０２Ｃは、
上面がチェーングリッパ６４の傾斜搬送経路７０Ｂに沿って斜めに開口されたケーシング
２０６Ａ、２０６Ｂ及び２０６Ｃ（破線により図示）にそれぞれ収納され、このケーシン
グ２０６Ａ、２０６Ｂ及び２０６Ｃが傾斜搬送経路７０Ｂの下方位置に配置される。
【０１０６】
　ケーシング２０６Ａ、２０６Ｂ及び２０６Ｃのそれぞれ幅を足し合わせた長さは、複数
のチェーングリッパ６４の配置幅未満とされる。これにより、第１のスタンパー装置２０
２Ａ、第２のスタンパー装置２０２Ｂ及び第３のスタンパー装置２０２Ｃは、一対のチェ
ーン６４Ｃの間に配置されることになる。また、第１のスタンパー装置２０２Ａ、第２の
スタンパー装置２０２Ｂ及び第３のスタンパー装置２０２Ｃは、用紙Ｐの幅方向について
グリッパ間に配置される。
【０１０７】
　第１のスタンパー装置２０２Ａ、第２のスタンパー装置２０２Ｂ及び第３のスタンパー
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装置２０２Ｃは、用紙Ｐへのスタンプ位置が用紙Ｐの搬送方向における同一位置となる配
置が採用される。第１のスタンパー装置２０２Ａ、第２のスタンパー装置２０２Ｂ及び第
３のスタンパー装置２０２Ｃは、用紙Ｐの搬送方向にずらして配置することも可能である
。
【０１０８】
　なお、ここでいう「同一位置」は、同一の作用効果を得ることができる「実質的に同一
の位置」が含まれる。
【０１０９】
　第１のスタンパー装置２０２Ａ、第２のスタンパー装置２０２Ｂ及び第３のスタンパー
装置２０２Ｃは、用紙Ｐの搬送方向と直交する用紙Ｐの幅方向については異なる位置に配
置されるので、用紙Ｐの幅方向におけるインク付着位置が重ならない。
【０１１０】
　なお、本明細書における「直交」とは、９０°未満又は９０°を超える角度で交差する
もののうち、実質的に直交するものが含まれる。
【０１１１】
　第１のスタンパー装置２０２Ａ、第２のスタンパー装置２０２Ｂ及び第３のスタンパー
装置２０２Ｃは、スタンプ制御部（図２及び図３中不図示、図４に符号２０８を付して図
示）から送出された指令信号に基づいて、インラインセンサ５８（図１参照）の読取結果
に基づき画像不良が発生していると判定された用紙Ｐの先端エッジＰ１にインクを付着さ
せる。
【０１１２】
　次に、図２及び図３を用いて第１のスタンパー装置２０２Ａ、第２のスタンパー装置２
０２Ｂ及び第３のスタンパー装置２０２Ｃの構造について説明する。なお、第１のスタン
パー装置２０２Ａ、第２のスタンパー装置２０２Ｂ及び第３のスタンパー装置２０２Ｃは
、同一の構成を適用することができる。以下の説明では、第１のスタンパー装置２０２Ａ
、第２のスタンパー装置２０２Ｂ及び第３のスタンパー装置２０２Ｃを代表して第１のス
タンパー装置２０２Ａについて説明する。
【０１１３】
　図２及び図３に示すように、第１のスタンパー装置２０２Ａは、インクが含浸されたス
タンプローラ２１０（スタンプ部）と、スタンプローラ２１０をチェーングリッパ６４に
対して出没させる出没機構２１２とを備える。
【０１１４】
　スタンプローラ２１０は、スタンプ容器２１４内に回転自在に支持され、このスタンプ
容器２１４が出没機構２１２に支持される。
【０１１５】
　出没機構２１２は、スタンプ容器２１４を先端部に支持するアーム２１６と（スタンプ
移動部）、回動軸２１８を介してアーム２１６を回動自在に支持する支持板２２０と（ス
タンプ移動部）、回動軸２１８を中心にアーム２１６を回転させて、スタンプ容器２１４
を待機位置Ｘとスタンプ位置Ｙと間で移動させるソレノイドアクチュエータ２２２と（ス
タンプ移動部）を備える。
【０１１６】
　図２及び図３では、待機位置Ｘに位置する、ケーシング２０６Ａ、２０６Ｂ及び２０６
Ｃの開口からスタンプ容器２１４が突出しない没状態のスタンプ容器２１４等を２点鎖線
で図示し、スタンプ位置Ｙに位置する、ケーシング２０６Ａ、２０６Ｂ及び２０６Ｃの開
口からスタンプ容器２１４が突出している出状態のスタンプ容器２１４等を実線で図示し
た。
【０１１７】
　第１のスタンパー装置２０２Ａにおけるアーム２１６、支持板２２０及びソレノイドア
クチュエータ２２２の関係は、アーム２１６が支持板２２０に回動自在に支持され、支持
板２２０がソレノイドアクチュエータ２２２の外枠部２２４に支持され、外枠部２２４が
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ケーシング２０６Ａの底面に固定されることで互いの支持構造が形成される。
【０１１８】
　なお、ソレノイドの磁力に対して吸着可能な金属以外の樹脂等の磁力で吸着しない部材
でアーム２１６を形成する場合には、アーム２１６の基端部に吸着用の金属板を貼り付け
る。
【０１１９】
　そして、ソレノイドアクチュエータ２２２は、スタンプ制御部（図４参照）から送出さ
れる指令信号に基づいてオンオフが制御される。すなわち、ソレノイドアクチュエータ２
２２がオンになると、ソレノイドアクチュエータ２２２内の不図示のコイルに励磁電流が
流れ励磁電流による磁界が発生し、この磁界の作用によってソレノイドアクチュエータ２
２２へアーム２１６の基端部が引きつけられる。
【０１２０】
　そうすると、傾斜状態で待機していたアーム２１６が起立して、アーム２１６の先端部
に支持されるスタンプ容器２１４が待機位置Ｘからスタンプ位置Ｙへ移動し、スタンプ容
器２１４がチェーングリッパ６４の下方から上方に（ケーシング２０６Ａの開口から）出
現する。
【０１２１】
　第１のスタンパー装置２０２Ａは、一度起立させたアーム２１６の状態を保持するラッ
チ機構を具備しているので、ソレノイドアクチュエータ２２２のコイルに流れる励磁電流
をオフして磁界を消失させた後も、アーム２１６の起立状態が保持される。
【０１２２】
　スタンプ容器２１４は、出没機構２１２と連動して開閉し、スタンプ容器２１４からス
タンプローラ２１０のスタンプ面を露出させ、又はスタンプローラ２１０を密閉する開閉
蓋２２５が設けられている。開閉蓋２２５の開閉機構は、アーム２１６の基端部位置（ホ
ームポジション）を検出する光学センサー２２６と（位置検出部）、光学センサー２２６
の検出結果に基づいて開閉蓋２２５を開閉する開閉アクチュエータ（図示せず）とを備え
る。
【０１２３】
　すなわち、アーム２１６がスタンプ位置Ｙへ移動して、アーム２１６の基端部が光学セ
ンサー２２６で検出されなくなると（オフ状態）、開閉アクチュエータが駆動して開閉蓋
２２５が開かれる。
【０１２４】
　また、アーム２１６が待機位置Ｘへ移動して、アーム２１６の基端部が光学センサー２
２６で検出されると（オン状態）、開閉アクチュエータが駆動して開閉蓋２２５が閉じら
れる。換言すると、アーム２１６の回動に伴うスタンプ容器２１４の出没に連動して開閉
蓋２２５が開閉する機構になっている。
【０１２５】
　なお、開閉蓋２２５の開閉機構の一例としては、開閉蓋２２５をスタンプ容器２１４に
回動ピン２２８を介して支持アーム２３０に支持し、この回動ピン２２８をモータで回動
させると開閉蓋２２５が開閉する方式を採用することができる。
【０１２６】
　そして、用紙Ｐが図２に白抜き矢印線で示す方向に搬送され、スタンプ位置Ｙに位置す
るスタンプローラ２１０（スタンプ容器の開閉蓋は開放状態）に用紙Ｐの先端エッジＰ１
に当接することによって先端エッジＰ１にインクが付着する。
【０１２７】
　用紙Ｐがスタンプローラ２１０に当接する直前にソレノイドアクチュエータ２２２がオ
フされて、用紙Ｐがスタンプ容器２１４へ当接する勢いでアーム２１６が倒れる。これに
より、スタンプ容器２１４がチェーングリッパ６４の下方に没するので（ケーシング２０
６Ａの中へ収納されるので）、後続して搬送される正常な用紙Ｐの搬送が阻害されない。
【０１２８】
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　第１のスタンパー装置２０２は、アーム２１６を待機位置Ｘで停止させるストッパ機構
（不図示）が具備されている。
【０１２９】
　なお、本実施の形態では、スタンプ容器２１４の出没機構として、アームが回動してア
ームを起伏させることにより、スタンプローラ２１０がチェーングリッパ６４に対して出
没するように構成したが、同様の動作が可能であればこの方式に限定するものではない。
【０１３０】
　《制御系》
　図４は、本実施の形態のインクジェット記録装置１０の制御系の概略構成を示すブロッ
ク図である。
【０１３１】
　同図に示すように、インクジェット記録装置１０は、システムコントローラ１００、通
信部１０２、画像メモリ１０４、搬送制御部１１０、給紙制御部１１２、処理液付与制御
部１１４、処理液乾燥制御部１１６、画像記録制御部１１８、インク乾燥制御部１２０、
スタンプ制御部２０８（第１のスタンプ制御部、第２のスタンプ制御部）、排紙制御部１
２４、操作部１３０、表示部１３２及び用紙カウンター１３４を備える。
【０１３２】
　システムコントローラ１００は、インクジェット記録装置１０の各部を統括制御する制
御手段、及び各種演算処理を行う演算手段として機能する。このシステムコントローラ１
００は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡＭ（R
andom Access Memory）を備える。システムコントローラ１００は、所定の制御プログラ
ムに従って動作し、操作部１３０を介してオペレータからの操作入力を受け付けてインク
ジェット記録装置１０の各部を制御する。ＲＯＭには、このシステムコントローラ１００
が、実行する制御プログラム、及び、制御に必要な各種データが格納される。
【０１３３】
　操作部１３０は、所要の操作手段（例えば、操作ボタンやキーボード、タッチパネル等
）を備え、その操作手段から入力された操作情報をシステムコントローラ１００に出力す
る。
【０１３４】
　通信部１０２は、所要の通信インターフェースを備え、その通信インターフェースと接
続されたホストコンピュータとの間でデータの送受信を行う。
【０１３５】
　画像メモリ１０４は、画像データを含む各種データの一時記憶手段として機能し、シス
テムコントローラ１００を通じてデータの読み書きが行われる。通信部１０２を介してホ
ストコンピュータから取り込まれた画像データは、この画像メモリ１０４に格納される。
【０１３６】
　搬送制御部１１０は、インクジェット記録装置１０における用紙Ｐの搬送部１１を制御
する。すなわち、給紙部１２におけるテープフィーダ３６Ａ、前当て３８、給紙ドラム４
０の駆動を制御し、かつ、処理液付与部１４における処理液付与ドラム４２、処理液乾燥
処理部１６における処理液乾燥処理ドラム４６、画像記録部１８における画像記録ドラム
５２の駆動を制御する。また、インク乾燥処理部２０及び排紙部２４で共通して用いられ
るチェーングリッパ６４及びバックテンション付与機構６６の駆動を制御する。
【０１３７】
　搬送制御部１１０は、システムコントローラ１００からの指令に応じて、搬送部１１を
制御し、給紙部１２から排紙部２４まで滞りなく用紙Ｐが搬送されるように制御する。
【０１３８】
　給紙制御部１１２は、システムコントローラ１００からの指令に応じて給紙部１２を制
御する。具体的には、サッカー装置３２及び給紙台昇降機構等の駆動を制御して、給紙台
３０に積載された用紙Ｐが、重なることなく１枚ずつ順に給紙されるように制御する。
【０１３９】
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　処理液付与制御部１１４は、システムコントローラ１００からの指令に応じて処理液付
与部１４を制御する。具体的には、処理液付与ドラム４２によって搬送される用紙Ｐに処
理液が塗布されるように、処理液付与ユニット４４の駆動を制御する。
【０１４０】
　処理液乾燥制御部１１６は、システムコントローラ１００からの指令に応じて処理液乾
燥処理部１６を制御する。具体的には、処理液乾燥処理ドラム４６によって搬送される用
紙Ｐが乾燥処理されるように、処理液乾燥処理ユニット５０の駆動を制御する。
【０１４１】
　画像記録制御部１１８は、システムコントローラ１００からの指令に応じて画像記録部
１８を制御する。具体的には、画像記録ドラム５２によって搬送される用紙Ｐに所定の画
像が記録されるように、インクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋの駆動
を制御する。また、画像記録制御部１１８は、記録された画像が読み取られるように、イ
ンラインセンサ５８の動作を制御する。
【０１４２】
　インク乾燥制御部１２０は、システムコントローラ１００からの指令に応じてインク乾
燥処理部２０を制御する。具体的には、チェーングリッパ６４によって搬送される用紙Ｐ
に熱風が送風されるようにインク乾燥処理ユニット６８の駆動を制御する。
【０１４３】
　スタンプ制御部２０８は、システムコントローラ１００からの指令に応じて、スタンパ
ー処理部２００（図２及び図３に図示した第１、第２及び第３のスタンパー装置２０２Ａ
、２０２Ｂ及び２０２Ｃ）及びブザー２０１の動作を制御する。
【０１４４】
　排紙制御部１２４は、システムコントローラ１００からの指令に応じて排紙部２４を制
御する。具体的には、排紙台昇降機構等の駆動を制御して、排紙台７６に用紙Ｐがスタッ
ク（積載）されるように制御する。
【０１４５】
　例えば、排紙部２４に積載される用紙Ｐを１００枚ごとに部数を仕分ける場合、操作部
１３０から仕分け部数を入力する。入力された仕分け部数は、仕分け部数設定値として記
憶される。仕分け部数設定値はスタンプ制御部２０８へ読み出され、スタンパー処理部２
００の制御に適用される。
【０１４６】
　図４に図示した設定部１３８は、仕分け部数の設定等の各種設定を行うブロックであり
、設定を取得する設定値取得部、取得された設定値を記憶する設定値記憶部、設定値記憶
部への設定値の書き込み、読み出しを制御する記憶制御部を含んで構成される。
【０１４７】
　表示部１３２は、所要の表示装置（例えば、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）パネル
等）を備え、システムコントローラ１００からの指令に応じて所要の情報を表示装置に表
示させる。
【０１４８】
　用紙カウンター１３４は、給紙部１２から給紙された用紙Ｐの枚数を計測する手段であ
る。用紙カウンター１３４から得られた用紙Ｐの枚数情報は、システムコントローラ１０
０を介してスタンプ制御部２０８へ送出され、スタンパー処理部２００の制御に適用され
る。
【０１４９】
　画像不良検出部１３６は、用紙Ｐに形成される画像に不良が発生しているか否かを検出
する。画像不良の有無は、インラインセンサ５８の撮像結果に基づいて判断される。検出
結果はシステムコントローラ１００を介してスタンプ制御部２０８へ送出され、スタンパ
ー処理部２００の制御に適用される。なお、先に説明したように、用紙Ｐの汚れを検出す
る汚れ検出部を備え、用紙Ｐの汚れを画像不良と判断してもよい。
【０１５０】
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　ブザー２０１は、第１のスタンパー装置２０２によるスタンプ実施条件が成立した場合
に、スタンプ制御部２０８の制御に基づいて一定期間警報を鳴らす手段である。なお、ブ
ザー２０１に代わり、またこれと併用して、ランプの点灯、点滅、消灯及び表示部への文
字情報による表示のうちの少なくとも１つを適用することも可能である。
【０１５１】
　《画像記録の説明》
　用紙に記録する画像データは、ホストコンピュータから通信部１０２を介してインクジ
ェット記録装置１０に取り込まれる。取り込まれた画像データは、画像メモリ１０４に格
納される。
【０１５２】
　システムコントローラ１００は、この画像メモリ１０４に格納された画像データに所要
の信号処理を施してドットデータを生成する。そして、生成したドットデータに従って画
像記録部１８の各インクジェットヘッド５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ及び５６Ｋの駆動を制御
し、その画像データが表す画像を用紙に記録する。
【０１５３】
　ドットデータは、一般に画像データに対して色変換処理、ハーフトーン処理を行って生
成される。色変換処理は、ｓＲＧＢ（standard RGB）などで表現された画像データ（例え
ば、ＲＧＢ８ビットの画像データ）をインクジェット記録装置１０で使用するインクの各
色のインク量データに変換する処理である（本例では、Ｃ、Ｍ、Ｙ及びＫの各色のインク
量データに変換する。）。ハーフトーン処理は、色変換処理により生成された各色のイン
ク量データに対して誤差拡散等の処理で各色のドットデータに変換する処理である。
【０１５４】
　システムコントローラ１００は、画像データに対して色変換処理、ハーフトーン処理を
行って各色のドットデータを生成する。そして、生成した各色のドットデータに従って、
対応するインクジェットヘッドの駆動を制御することにより、画像データが表す画像を用
紙Ｐに記録する。
【０１５５】
　また、本実施の形態では、ソレノイドアクチュエータ２２２によるスタンプ容器２１４
の出没動作に連動して、スタンプ容器２１４の開閉蓋２２５を開閉するようにしたので、
スタンプを実施していない待機中に、スタンプローラ２１０のインクが乾くことを防止で
きる。
【０１５６】
　この場合、第１、第２及び第３のスタンパー装置２０２Ａ、２０２Ｂ及び２０２Ｃに使
用されるインク（スタンパーインク）を高保水性材料で形成するようにすれば、スタンプ
ローラ２１０のインクの乾燥を一層防止できる。
【０１５７】
　本例では、第１、第２及び第３のスタンパー装置２０２Ａ、２０２Ｂ及び２０２Ｃがケ
ーシング２０６Ａ、２０６Ｂ及び２０６Ｃにそれぞれ収納され、第１、第２及び第３のス
タンパー装置２０２Ａ、２０２Ｂ及び２０２Ｃの動作を制御する手段が共通化されたユニ
ット形式を例示したが、第１、第２及び第３のスタンパー装置２０２Ａ、２０２Ｂ及び２
０２Ｃの動作を制御する手段を別々に具備することも可能である。また、第１、第２及び
第３のスタンパー装置２０２Ａ、２０２Ｂ及び２０２Ｃの動作を制御する手段の一部を共
通化してもよい。
【０１５８】
　本例では、第１、第２及び第３のスタンパー装置２０２Ａ、２０２Ｂ及び２０２Ｃの出
没動作として、アーム２１６の回動動作を例示したが、スタンプ容器２１４を上下動させ
る態様も可能である。
【０１５９】
　本例では、用紙Ｐとして塗工紙が適用されるインクジェット記録装置１０を例示したが
、本発明は、樹脂シート（基板）、金属シート（基板）、ガラス基板などの紙以外のシー
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ト状部材、基板を用紙Ｐとして適用することができる。
【０１６０】
　また、本発明の適用範囲は、グラフィック用途の画像形成装置（印刷装置）に限定され
ない。例えば、基板上に配線パターン、マスクパターンを形成するパターン形成装置等の
工業用途の画像形成装置に広く適用することができる。
【０１６１】
　［スタンプ押印処理］
　図５は、第１、第２及び第３のスタンパー装置と印刷用紙を模式的に示す斜視図であり
、図６は、用紙にスタンプが押印された例を示す斜視図である。なお、図５及び図６にお
ける矢印は、用紙Ｐの搬送方向を示している。
【０１６２】
　図５に示すように、第１のスタンパー装置２０２Ａ、第２のスタンパー装置２０２Ｂ及
び第３のスタンパー装置２０２Ｃによって相互に異なる色のスタンプを異なる位置に付与
することが可能となっている。本実施形態では、第１のスタンパー装置２０２Ａ、第２の
スタンパー装置２０２Ｂ及び第３のスタンパー装置２０２Ｃによってそれぞれ色Ａ、Ｂ及
びＣのスタンプが付与されるものとする。
【０１６３】
　画像不良検出部１３６は、インラインセンサ５８から出力された検査対象（測定対象）
の用紙Ｐの画像から、ノズルの吐出曲がり量（ドット位置の誤差）を測定する。そして、
画像不良検出部１３６は、ノズルの吐出曲がり量の測定結果をシステムコントローラ１０
０に出力する。ここで、ノズルの吐出曲がり量（ドット位置の誤差）は、例えば、特開２
０１１－０７９２５７号公報（段落［００９２］以下）に記載されているドット位置測定
方法を用いて測定することが可能である。
【０１６４】
　なお、本実施形態では、ノズルの吐出曲がり量だけでなく、不吐出に起因するスジにつ
いても検出可能である。例えば、不吐出は、ノズルの吐出曲がり量が最大の場合とみなし
て検出することが可能である。
【０１６５】
　システムコントローラ１００は、画像不良検出部１３６から入力されたノズルの吐出曲
がり量の測定結果のデータに応じて、スタンプ制御部２０８を制御して、ノズルの吐出曲
がり量の測定結果のデータに応じたスタンプを検査対象の用紙Ｐに押印させる。例えば、
ノズルの吐出曲がり量ｘが、ｘ＞１７μｍの場合には、第１のスタンパー装置２０２Ａに
より色Ａのスタンプが押印され、１３μｍ＜ｘ≦１７μｍの場合には、第２のスタンパー
装置２０２Ｂにより色Ｂのスタンプが押印され、７μｍ≦ｘ≦１３μｍの場合には、第３
のスタンパー装置２０２Ｃにより色Ｃのスタンプが押印されるようにする。これにより、
オペレータは、スタンプの色により、ノズルの吐出曲がり量を視認することが可能になる
。
【０１６６】
　なお、吐出曲がり量の測定結果がノズルごとに異なることが考えられる。例えば、ノズ
ルｉのノズルの吐出曲がり量の測定結果ｘｉがｘｉ＞１７μｍ（スタンプ色Ａを押印すべ
き場合）、ノズルｊのノズルの吐出曲がり量の測定結果ｘｊが１３μｍ＜ｘｊ≦１７μｍ
（スタンプ色Ｂを押印すべき場合）、ノズルｋのノズルの吐出曲がり量の測定結果ｘｋが
７μｍ≦ｘｋ≦１３μｍ（スタンプ色Ｃを押印すべき場合）であったとする。
【０１６７】
　上記のような場合には、ノズルの吐出曲がり量の測定結果が最大のものに対応するスタ
ンプ（上記の例では、スタンプＡ）を押印するようにすることが考えられる（スタンプ条
件１）。スタンプ条件１の場合、検査対象の用紙Ｐにおけるノズルの吐出曲がり量が最大
のものに対応するスタンプが押印されるので、オペレータは、検査対象の用紙Ｐにおいて
、最も視認性が高いスジの程度をスタンプの色により確認することができる。これにより
、オペレータは、視認性が比較的高いスジのみを効率的に検品することが可能になる。
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【０１６８】
　また、上記のような場合には、ノズルの吐出曲がり量の測定結果が最小のものに対応す
るスタンプ（上記の例では、スタンプＣ）を押印するようにすることが考えられる（スタ
ンプ条件２）。スタンプ条件２の場合、検査対象の用紙Ｐにおけるノズルの吐出曲がり量
が最小のものに対応するスタンプが押印されるので、オペレータは、検査対象の用紙Ｐに
おいて、最も視認性が低いスジの程度をスタンプの色により確認することができる。これ
により、オペレータは、視認性が比較的低いスジについて厳格な検品を実施することが可
能になる。
【０１６９】
　本実施形態では、スタンプ条件は、操作部１３０により変更可能となっており、オペレ
ータは、検査対象の用紙Ｐの種類に応じて、例えば、検査対象の用紙Ｐの数が多数であっ
て、検品の要求精度が比較的低い場合には、スタンプ条件１を、検査対象の用紙Ｐの数が
少数の場合、又は検品の要求精度が比較的高い場合には、スタンプ条件２を選択すること
が可能になる。
【０１７０】
　また、スタンプを押印するか否か、及びどの色のスタンプを押印するかを判定する閾値
については、色ごとの視認性に鑑みて、表１のように色ごとに閾値を変えることが好まし
い。
【０１７１】
【表１】

【０１７２】
　一般に、Ｋインクのスジが最も視認性が高く、Ｙインクのスジが最も視認性が低い。そ
して、Ｃインク及びＭインクのスジの視認性はＫとＹの中間である。表１に示す例では、
色ごとの視認性の違いに鑑みて、Ｋインクの判定に用いられる閾値が最小となり（検出精
度が最高）、Ｙインクの判定に用いられる閾値が最大（検出精度が最低）となるように設
定されている。
【０１７３】
　なお、Ｙインクについては視認性が低いことに鑑み、スジの検出を行わないようにする
ことも可能である。
【０１７４】
　また、スジの視認性が最も高いＫインクに対するスジの検出を最初に行い、Ｃインク又
はＭインクに対するスジの検出を次に行い、スジの視認性が最も低いＹインクに対するス
ジの検出を最後に行うようにしてもよい。
【０１７５】
　表１に示す例では、Ｋインクの場合には、ノズルの吐出曲がり量の測定結果ｘが、ｘ＞
１７μｍ（低）の場合には、第１のスタンパー装置２０２Ａにより色Ａのスタンプが押印
され、１３μｍ＜ｘ≦１７μｍ（中）の場合には、第２のスタンパー装置２０２Ｂにより
色Ｂのスタンプが押印され、７μｍ≦ｘ≦１３μｍ（高）の場合には、第３のスタンパー
装置２０２Ｃにより色Ｃのスタンプが押印される。
【０１７６】
　Ｃインク及びＭインクの場合には、ノズルの吐出曲がり量の測定結果ｘが、ｘ＞１７μ
ｍ（低）の場合には、第１のスタンパー装置２０２Ａにより色Ａのスタンプが押印され、
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１３μｍ＜ｘ≦１７μｍ（中）の場合には、第２のスタンパー装置２０２Ｂにより色Ｂの
スタンプが押印され、１０μｍ≦ｘ≦１３μｍ（高）の場合には、第３のスタンパー装置
２０２Ｃにより色Ｃのスタンプが押印される。
【０１７７】
　Ｙインクの場合には、ノズルの吐出曲がり量の測定結果ｘが、ｘ＞１９μｍ（低）の場
合には、第１のスタンパー装置２０２Ａにより色Ａのスタンプが押印され、１７μｍ＜ｘ
≦１９μｍ（中）の場合には、第２のスタンパー装置２０２Ｂにより色Ｂのスタンプが押
印され、１５μｍ≦ｘ≦１７μｍ（高）の場合には、第３のスタンパー装置２０２Ｃによ
り色Ｃのスタンプが押印される。
【０１７８】
　なお、表１に示す例では、不良ノズルの判定に用いる閾値を３つとして、不良ノズルの
不良の程度（スジの評価）を「高」、「中」、「低」及び「スタンプなし（ＯＦＦ）」の
４段階としたが、本発明はこれに限定されるものではない。
【０１７９】
　表１に示す例において、例えば、Ｋインクのノズルの判定結果が「低」、Ｃインクのノ
ズルの判定結果が「高」、Ｙインクのノズルの判定結果が「高」であった場合、判定結果
に対応するすべてのスタンプ（上記の例では、スタンプＡ及びＣ）を押すことが考えられ
る（スタンプ条件３）。
【０１８０】
　また、上記のような場合には、ノズルの吐出曲がり量の結果が最も低いものに対応する
スタンプ（上記の例では、スタンプＡ）を押印するようにすることが考えられる（スタン
プ条件４）。スタンプ条件４の場合、検査対象の用紙Ｐにおけるノズルの吐出曲がり量が
最大のものに対応するスタンプが押印されるので、オペレータは、検査対象の用紙Ｐにお
いて、最も視認性が高いスジの程度をスタンプの色により確認することができる。これに
より、オペレータは、視認性が比較的高いスジのみを効率的に検品することが可能になる
。
【０１８１】
　また、上記のような場合には、ノズルの吐出曲がり量の判定結果が最も高いものに対応
するスタンプ（上記の例では、スタンプＣ）を押印するようにすることが考えられる（ス
タンプ条件５）。スタンプ条件５の場合、検査対象の用紙Ｐにおけるノズルの吐出曲がり
量が最小のものに対応するスタンプが押印されるので、オペレータは、検査対象の用紙Ｐ
において、最も視認性が低いスジの程度をスタンプの色により確認することができる。こ
れにより、オペレータは、視認性が比較的低いスジについて厳格な検品を実施することが
可能になる。
【０１８２】
　上記のように、色ごとに判定の閾値を変えるか否か、及び色ごとに判定の閾値を変える
場合のスタンプ条件についても、オペレータが選択可能となっている。
【０１８３】
　以下に、スタンプの付与の方法について具体的に説明する。曲がりが検出されたノズル
（不良ノズル、補正対象のノズル）が１つだけの場合、そのノズルの吐出曲がり量に対応
するスタンプを押印する。すなわち、Ｋのｉ番目のノズルの吐出曲がり量が２０μｍ（低
）の場合、スタンプＡが押印され、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）
の場合、スタンプＢが押印され、Ｙのｋ番目のノズルの吐出曲がり量が１６μｍ（高）の
場合、スタンプＣが押印される。
【０１８４】
　スタンプ条件３では、曲がりが検出されたノズルが複数ある場合、各不良ノズルの吐出
曲がり量に対応するスタンプをすべて押印する。この場合、Ｋのｉ番目のノズルの吐出曲
がり量が２０μｍ（低）、ｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）、ｋ番目のノ
ズルの吐出曲がり量が１０μｍ（高）の場合、スタンプＡ、Ｂ及びＣが押印される。また
、Ｋのｉ番目のノズルの吐出曲がり量が２０μｍ（低）、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲が
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り量が１５μｍ（中）の場合には、スタンプＡ及びＢが押印される。また、Ｋのｉ番目の
ノズルの吐出曲がり量が２０μｍ（低）、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ
（中）、Ｙのｋ番目のノズルの吐出曲がり量が１６μｍ（高）の場合、スタンプＡ、Ｂ及
びＣが押印される。
【０１８５】
　スタンプ条件４では、曲がりが検出されたノズルが複数ある場合、検知閾値の判定レベ
ルが最低のものに対応するスタンプだけを押印する。この場合、Ｋのｉ番目のノズルの吐
出曲がり量が２０μｍ（低）、ｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）、ｋ番目
のノズルの吐出曲がり量が１０μｍ（高）の場合、スタンプＡが押印される。また、Ｋの
ｉ番目のノズルの吐出曲がり量が２０μｍ（低）、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が
１５μｍ（中）の場合には、スタンプＡが押印される。また、Ｋのｉ番目のノズルの吐出
曲がり量が２０μｍ（低）、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）、Ｙの
ｋ番目のノズルの吐出曲がり量が１６μｍ（高）の場合、スタンプＡが押印される。
【０１８６】
　スタンプ条件５では、曲がりが検出されたノズルが複数ある場合、検知閾値の判定レベ
ルが最高のものに対応するスタンプだけを押印する。この場合、Ｋのｉ番目のノズルの吐
出曲がり量が２０μｍ（低）、ｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）、ｋ番目
のノズルの吐出曲がり量が１０μｍ（高）の場合、スタンプＣが押印される。また、Ｋの
ｉ番目のノズルの吐出曲がり量が２０μｍ（低）、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が
１５μｍ（中）の場合には、スタンプＢが押印される。また、Ｋのｉ番目のノズルの吐出
曲がり量が２０μｍ（低）、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）、Ｙの
ｋ番目のノズルの吐出曲がり量が１６μｍ（高）の場合、スタンプＣが押印される。
【０１８７】
　上記のように、色ごとに判定の閾値を異ならせ、かつ、判定レベルごとにスタンプ条件
を変更可能とすることにより、オペレータは、用紙Ｐへの印刷内容に応じた検品を容易に
行うことが可能になる。
【０１８８】
　図７は、本発明の一実施形態に係る不良ノズル判定処理を示すフローチャートである。
図７の処理は、検査対象の用紙Ｐ１枚ずつに対して繰り返し実施されるものである。
【０１８９】
　まず、画像不良検出部１３６は、インラインセンサ５８から検査対象の用紙Ｐの画像を
取得し、検知するインクの色の判定を行う（インク色判定工程：ステップＳ１０）。
【０１９０】
　次に、画像不良検出部１３６は、例えば、特開２０１１－０７９２５７号公報（段落［
００９２］以下）に記載されているドット位置測定方法を用いて、ノズルの吐出曲がり量
（ドット位置の誤差）を測定する（測定工程：ステップＳ１２）。
【０１９１】
　次に、ステップＳ１２において、曲がっているノズルが検出された場合には（ステップ
Ｓ１４のＹｅｓ）、不良ノズル判定処理を行う（画像不良検出工程：ステップＳ１６）。
ステップＳ１６では、例えば、表１に示すように、色ごとに設定された、「高」、「中」
及び「低」の３種類の閾値を用いて不良ノズルの判定が行われる。ステップＳ１６におい
て、画像不良検出部１３６は、例えば、（１）１回の印刷につきノズルの曲がりが累積２
回検知された場合に、そのノズルを不良ノズルと判定するようにしてもよいし、又は、（
２）ノズルの曲がりが連続２回検知された場合に、そのノズルを不吐補正すると判定する
ようにしてもよい。なお、不良ノズルと判定する基準は、上記（１）及び（２）に限定さ
れるものではない。例えば、オペレータが、上記基準における曲がりの検知回数を増減可
能としてもよい。
【０１９２】
　次に、画像不良検出部１３６が不良ノズルと判定したノズルがある場合には（ステップ
Ｓ１８のＹｅｓ）、システムコントローラ１００は、不良ノズルと判定したノズルの補正
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を行う（ステップＳ２０）。ステップＳ２０では、例えば、特開２０１１－１６１６４６
号公報に記載の不良記録素子補正工程を適用することが可能である。
【０１９３】
　システムコントローラ１００は、ステップＳ１６における判定の結果に基づいて、用紙
Ｐにスタンプを押印するか否か、及び用紙Ｐに押印するスタンプの種類及び個数を決定し
て、スタンプフラグＦｎ，ｉ，ｊをオンにする。そして、システムコントローラ１００は
、スタンプ制御部２０８を制御して、不良ノズルの補正が完了するまで、用紙Ｐへのスタ
ンプの押印を継続する。
【０１９４】
　システムコントローラ１００は、ステップＳ２０の補正が終了した場合に、スタンプフ
ラグＦｎ，ｉ，ｊをオフにする。ここで、スタンプフラグＦｎ，ｉ，ｊは、ｎ枚目の用紙
Ｐにおいて検地されたｉ色（ｉ＝Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）のノズルの補正が終了したか否かを示
すものである。ｊはインク色ごとに押印されるスタンプの種類を示すパラメータであり、
例えば、「低」のスタンプＡを押印する場合に、ｊ＝１、「中」のスタンプＢを押印する
場合に、ｊ＝２、「高」のスタンプＣを押印する場合に、ｊ＝３、「低」及び「中」のス
タンプＡ及びＢを押印する場合に、ｊ＝４、…のように設定される。
【０１９５】
　図８は、補正完了の監視処理を示すフローチャートである。図８に示すように、ｎ枚目
の用紙Ｐにおいて検地されたｉ色（ｉ＝Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）のノズルの補正が終了したか否
かが判定され（ステップＳ３０）、補正終了の場合には、Ｆｎ，ｉ，ｊがオフに設定され
る一方（ステップＳ３２）、補正未了の場合には、Ｆｎ，ｉ，ｊがオンに維持される（ス
テップＳ３４）。
【０１９６】
　図９は、スタンプ押印判定処理を示すフローチャートである。
【０１９７】
　上記のように、スタンプフラグＦｎ，ｉ，ｊは、用紙Ｐごとに、インク色（ｉ色（ｉ＝
Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ））ごとにオンとオフが設定される。このようにして設定されたスタンプ
フラグＦｎ，ｉ，ｊの中にオンに設定されているものが１つ以上ある場合（ステップＳ５
０のＹｅｓ）、すなわち、補正が終了していないノズルがある場合に、オペレータによっ
て設定されたスタンプ条件にしたがって用紙Ｐにスタンプが押印される（スタンプ工程：
ステップＳ５２）。一方、スタンプフラグがすべてオフの場合には（ステップＳ５０のＮ
ｏ）、スタンプの押印は行われない（ステップＳ５４）。
【０１９８】
　本実施形態によれば、ノズルに起因するスジが検出された場合に、そのスジの程度に応
じてスタンプの種類を変えることができる。これにより、オペレータは、スタンプからス
ジの程度を認識することが可能になるので、オペレータによる検品作業を支援し、検品作
業の効率化を実現することが可能になる。
【０１９９】
　さらに、本実施形態によれば、インクの色ごとの視認性に対応して、不良ノズル（スジ
）の判定に用いる閾値を変えたり、不良ノズルが複数の場合に、スタンプ条件を設定する
ことができる。これにより、オペレータは、印刷用紙の用途、要求精度等に応じて、スタ
ンプの付与の仕方を設定でき、オペレータにより検品作業を容易にすることが可能になる
。
【０２００】
　［スタンプ押印処理の別の実施形態］
　次に、スタンプ押印処理の別の実施形態について、図１０及び図１１を参照して説明す
る。なお、上記の実施形態と同一又は類似する構成については、同一の符号を付して説明
を省略する。
【０２０１】
　本実施形態に係るインクジェット記録装置１０は、スタンパー装置（Ｋ用のスタンパー
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装置２０２Ａｋ、２０２Ｂｋ及び２０２Ｃｋ、Ｃ用のスタンパー装置２０２ＡＣ、２０２
ＢＣ及び２０２ＣＣ、Ｍ用のスタンパー装置２０２ＡＭ、２０２ＢＭ及び２０２ＣＭ、Ｙ
用のスタンパー装置２０２ＡＹ、２０２ＢＹ及び２０２ＣＹ）を備えており、インク色（
ＣＭＹＫ）ごとに３つのスタンプが押印可能となっている。なお、各色用のスタンパー装
置によって押印されるスタンプＡ、Ｂ及びＣの色は種類ごとに相互に異なるものとするが
、ＣＭＹＫの各色について、同種のスタンプＡ、Ｂ及びＣの色はそれぞれ同じであっても
よい。
【０２０２】
　図１０は、本発明の別の実施形態に係るスタンパー装置と印刷用紙を模式的に示す斜視
図であり、図１１は、用紙にスタンプが押印された例を示す斜視図である。なお、図１０
及び図１１における矢印は、用紙Ｐの搬送方向を示している。
【０２０３】
　曲がりが検出されたノズル（不良ノズル、補正対象のノズル）が１つだけの場合、その
ノズルの吐出曲がり量に対応するスタンプを押印する。すなわち、Ｋのｉ番目のノズルの
吐出曲がり量が２０μｍ（低）の場合、Ｋ用のスタンパー装置２０２ＡｋによってＫ用の
スタンプＡが押印される。また、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）の
場合、Ｃ用のスタンパー装置２０２ＢＣによってＣ用のスタンプＢが押印される。また、
Ｙのｋ番目のノズルの吐出曲がり量が１６μｍ（高）の場合、Ｙ用のスタンパー装置２０
２ＣＹによってＹ用のスタンプＣが押印される。
【０２０４】
　スタンプ条件３では、曲がりが検出されたノズルが複数ある場合、各不良ノズルの吐出
曲がり量に対応するスタンプをすべて押印する。この場合、Ｋのｉ番目のノズルの吐出曲
がり量が２０μｍ（高）、ｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）、ｋ番目のノ
ズルの吐出曲がり量が１０μｍ（低）の場合には、Ｋ用のスタンパー装置２０２Ａｋ、２
０２Ｂｋ及び２０２ＣｋによってＫ用のスタンプＡ、Ｂ及びＣがそれぞれ押印される。ま
た、Ｋのｉ番目のノズルの吐出曲がり量が２０μｍ（高）、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲
がり量が１５μｍ（中）、Ｃのｋ番目のノズルの吐出曲がり量が１１μｍ（低）の場合に
は、Ｋ用のスタンプＡ、Ｃ用のスタンプＢ及びＣ用のスタンプＣが押印される。また、Ｋ
のｉ番目のノズルの吐出曲がり量が２０μｍ（高）、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲がり量
が１５μｍ（中）、Ｙのｋ番目のノズルの吐出曲がり量が１６μｍ（低）の場合には、Ｋ
用のスタンプＡ、Ｃ用のスタンプＢ及びＹ用のスタンプＣが押印される。
【０２０５】
　スタンプ条件４では、曲がりが検出されたノズルが複数ある場合、検知閾値の判定レベ
ルが最低のものに対応するスタンプだけを押印する。この場合、Ｋのｉ番目のノズルの吐
出曲がり量が２０μｍ（高）、ｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）、ｋ番目
のノズルの吐出曲がり量が１０μｍ（低）の場合には、Ｋ用のスタンプＡのみが押印され
る。また、Ｋのｉ番目のノズルの吐出曲がり量が２０μｍ（高）、Ｃのｊ番目のノズルの
吐出曲がり量が１５μｍ（中）、Ｃのｋ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）の
場合には、Ｋ用のスタンプＡ及びＣ用のスタンプＢが押印される。また、Ｋのｉ番目のノ
ズルの吐出曲がり量が２０μｍ（低）、Ｋのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（
中）、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）、Ｙのｋ番目のノズルの吐出
曲がり量が１６μｍ（高）の場合には、Ｋ用のスタンプＡ、Ｃ用のスタンプＢ及びＹ用の
スタンプＣが押印される。
【０２０６】
　スタンプ条件５では、曲がりが検出されたノズルが複数ある場合、検知閾値の判定レベ
ルが最高のものに対応するスタンプだけを押印する。この場合、Ｋのｉ番目のノズルの吐
出曲がり量が２０μｍ（高）、ｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）、ｋ番目
のノズルの吐出曲がり量が１０μｍ（低）の場合には、Ｋ用のスタンプＣのみが押印され
る。また、Ｋのｉ番目のノズルの吐出曲がり量が２０μｍ（高）、Ｃのｊ番目のノズルの
吐出曲がり量が１５μｍ（中）、Ｃのｋ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）の
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場合には、Ｋ用のスタンプＢ及びＣ用のスタンプＢが押印される。また、Ｋのｉ番目のノ
ズルの吐出曲がり量が２０μｍ（低）、Ｋのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（
中）、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）、Ｙのｋ番目のノズルの吐出
曲がり量が１６μｍ（高）の場合には、Ｋ用のスタンプＢ、Ｃ用のスタンプＢ及びＹ用の
スタンプＣが押印される。
【０２０７】
　また、曲がりが検出されたノズルが複数ある場合、色ごとに、検知閾値の判定レベルが
最低のものに対応するスタンプだけを押印することも可能である（スタンプ条件６）。こ
の場合、Ｋのｉ番目のノズルの吐出曲がり量が２０μｍ（高）、ｊ番目のノズルの吐出曲
がり量が１５μｍ（中）、ｋ番目のノズルの吐出曲がり量が１０μｍ（低）の場合には、
Ｋ用のスタンプＡが押印される。また、Ｋのｉ番目のノズルの吐出曲がり量が２０μｍ（
高）、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）、Ｃのｋ番目のノズルの吐出
曲がり量が１５μｍ（中）の場合には、Ｋ用のスタンプＡ及びＣ用のスタンプＢが押印さ
れる。また、Ｋのｉ番目のノズルの吐出曲がり量が２０μｍ（低）、Ｋのｊ番目のノズル
の吐出曲がり量が１５μｍ（中）、Ｃのｊ番目のノズルの吐出曲がり量が１５μｍ（中）
、Ｙのｋ番目のノズルの吐出曲がり量が１６μｍ（高）の場合には、Ｋ用のスタンプＡ、
Ｃ用のスタンプＢ及びＹ用のスタンプＣが押印される。
【０２０８】
　なお、本実施形態では、ノズルの吐出曲がり量の大きさに応じて、用紙Ｐを異なる場所
に排出するようにしてもよい。例えば、排紙部を複数設けてもよいし、排紙部において、
用紙Ｐが排出される位置を、用紙Ｐの搬送方向と直交する方向に対して異ならせてもよく
、例えば、「高」、「中」、「低」、「ＯＦＦ」の順に排出されるようにしてもよい。
【０２０９】
　なお、本発明は、コンピュータに上記の処理を実現させるプログラム（印刷装置の制御
プログラム）、または、このようなプログラムを格納した非一時的な記録媒体またはプロ
グラムプロダクトとして実現することも可能である。このようなプログラムをコンピュー
タに適用することにより、コンピュータの演算手段等を、画像不良検出機能及びスタンプ
機能として機能させることが可能になる。
【符号の説明】
【０２１０】
　１０　印刷装置（インクジェット記録装置）
　１１　搬送部
　１２　給紙部
　１４　処理液付与部
　１６　処理液乾燥処理部
　１８　画像記録部
　２０　インク乾燥処理部
　２４　排紙部
　３０　給紙台
　３２　サッカー装置
　３２Ａ　サクションフット
　３４　給紙ローラ対
　３４Ａ、３４Ｂ　ローラ
　３６　フィーダボード
　３６Ａ　テープフィーダ
　３６Ｂ　リテーナ
　３６Ｃ　コロ
　３８　前当て
　４０　給紙ドラム
　４０Ａ　グリッパ
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　４２　処理液付与ドラム
　４２Ａ　グリッパ
　４４　処理液付与ユニット
　４４Ａ　塗布ローラ
　４４Ｂ　処理液槽
　４４Ｃ　汲み上げローラ
　４６　処理液乾燥処理ドラム
　４６Ａ　グリッパ
　４８　用紙搬送ガイド
　５０　処理液乾燥処理ユニット
　５２　画像記録ドラム
　５２Ａ　グリッパ
　５４　用紙押さえローラ
　５６Ｃ、５６Ｍ、５６Ｙ、５６Ｋ　インクジェットヘッド
　５８　インラインセンサ
　５９　接触防止板
　６０　ミストフィルタ
　６２　ドラム冷却ユニット
　６２Ａ　ダクト
　６４　チェーングリッパ
　６４Ａ　第１スプロケット
　６４Ｂ　第２スプロケット
　６４Ｃ　チェーン
　６４Ｄ　グリッパ
　６６　バックテンション付与機構
　６８　インク乾燥処理ユニット
　７０Ａ　第１水平搬送経路
　７０Ｂ　傾斜搬送経路
　７０Ｃ　第２水平搬送経路
　１００　システムコントローラ
　１０２　通信部
　１０４　画像メモリ
　１１０　搬送制御部
　１１２　給紙制御部
　１１４　処理液付与制御部
　１１６　処理液乾燥制御部
　１１８　画像記録制御部
　１２０　インク乾燥制御部
　１２４　排紙制御部
　１３０　操作部
　１３２　表示部
　１３４　用紙カウンター
　１３６　画像不良検出部
　１３８　設定部
　２００　スタンパー処理部
　２０２Ａ　第１のスタンパー装置
　２０２Ｂ　第２のスタンパー装置
　２０２Ｃ　第３のスタンパー装置
　２０６Ａ、２０６Ｂ、２０６Ｃ　ケーシング
　２０８　スタンプ制御部
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　２１０　スタンプローラ（スタンプ部）
　２１２　出没機構
　２１４　スタンプ容器
　２１６　アーム
　２１８　回動軸
　２２０　支持板
　２２２　ソレノイドアクチュエータ
　２２４　外枠部
　２２５　開閉蓋
　２２６　光学センサー
　２２８　回動ピン
　２３０　支持アーム
　Ｐ　用紙
　Ｐ１　先端エッジ
　Ｘ　待機位置
　Ｙ　スタンプ位置
　２０２Ａｋ、２０２Ｂｋ、２０２Ｃｋ　Ｋ用のスタンパー装置
　２０２ＡＣ、２０２ＢＣ、２０２ＣＣ　Ｃ用のスタンパー装置
　２０２ＡＭ、２０２ＢＭ、２０２ＣＭ　Ｍ用のスタンパー装置
　２０２ＡＹ、２０２ＢＹ、２０２ＣＹ　Ｙ用のスタンパー装置
　Ａ、Ａｋ、ＣＣ、ＢＹ　スタンプ
　Ｓ１０～Ｓ２０　不良ノズル判定処理の各工程
　Ｓ３０～Ｓ３４　補正完了の監視処理の各工程
　Ｓ５０～Ｓ５４　スタンプ押印判定処理

【図１】 【図２】
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